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り

は

じ

め

(
1
)
 

『
改
定
』
|
|
宋
代
に
お
け
る
別
集
の
編
纂
あ
る
い
は
定
本
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
」
(
以
下
、
前
稿
と
呼
ぶ
)
、
特

『
定
本
』
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
論
じ
た
。
(
一
)
宋
代
に
は
丈
撃
作
品
の
「
草
稿
」

H

「
異
蹟
」
(
作

者
の
親
筆
原
稿
)
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
テ
ク
ス
ト
へ
の
閥
心
が
高
ま
る
(
こ
れ
に
は
版
本
の
流
布
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
版
本
が
流
布
し
た
が
故

に
草
稿
・
員
蹟
の
債
値
が
設
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
)
0
5
二
「
草
稿
」
へ
の
関
心
は
、
作
者
が
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
作
品
を
「
改
定
」
し
た
か
と
い

筆
者
は
以
前
、
「
『
焚
棄
』
と

に
そ
の
第
四
節
「
『
草
稿
』
と



う
問
題
へ
の
闘
心
と
な
っ
て
現
れ
る
。
(
二
二
「
改
定
」

へ
の
閲
心
は
、
作
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
「
定
本
」
す
な
わ
ち
最
終
稿
・
完
成
稿
を
制

定
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
へ
の
闘
心
と
な
っ
て
現
れ
る
。
(
四
)
「
定
本
」
の
制
定
過
程
へ
の
闘
心
の
も
と
「
草
稿
」
が
検
討
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
「
草
稿
」
と
し
て
の
作
品
に
備
わ
る
濁
特
の
性
格
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
以
上
(
一
)

ー
(
四
)
を
総
合
し
て
更
に
言
い
換
え

れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
宋
代
に
お
い
て
、
作
品
に
は
「
草
稿
」
段
階
(
換
言
す
れ
ば
「
{
厄
本
」
以
前
の
段
階
)
と
も
呼
ぶ
べ
き
段
階

が
あ
る
こ
と
が
護
見
さ
れ
、
そ
の
段
階
を
も
嗣
野
に
入
れ
る
形
で
作
品
の
生
成
・
饗
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
研
究
・
考
察
さ
れ
る
に
至
っ
た
、
と
。

こ
の
よ
う
な
作
品
の
捉
え
方
は
、
宋
代
以
前
に
は
明
確
な
形
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ま
述
べ
た
よ
う
な
作
品
の
捉
え
方
は
、
宋
代
丈
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
謹
言
に
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
が
現
れ
た
例
と
し
て
、
前
稿
で
は
主
に
詩

話
や
題
肢
を
取
り
あ
げ
た
。
以
下
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
て
検
討
し
て
み
た
い
の
は
、
宋
人
に
よ
る
詩
文
集
(
別
集
)
の
注
程
、
特
に
蘇
職
、
黄

庭
堅
の
詩
に
封
し
て
な
さ
れ
た
注
緯
で
あ
る
。

校
勘
の
新
た
な
覗
貼
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書
物
に
注
稗
を
附
す
こ
と
は
、
経
・
史
・
子
・
集
部
の
書
を
通
じ
て
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
が
、
集
部
の
場
合
、
他
に
比
べ
て
質
量
と
も

に
充
賓
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
宋
代
以
前
に
あ
っ
て
は
基
本
的
に
は

(
2
)
 

た
。
と
こ
ろ
が
、
宋
代
、
特
に
南
宋
に
な
る
と
服
況
は
大
き
く
嬰
わ
る
。
別
集
に
も
注
稗
を
附
す
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
注
調
押
が
附

『
楚
辞
」
、
『
文
選
』
な
ど
の
一
部
の
線
集
に
附
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ

さ
れ
た
の
は
、
陶
淵
明
、
李
白
、
社
甫
、
韓
愈
、
柳
宗
元
な
ど
宋
代
以
前
の
文
人
の
詩
文
集
の
ほ
か
、
同
じ
宋
代
の
丈
人
、
王
安
石
、
蘇
職
、

黄
庭
堅
、
陳
帥
道
、
陳
奥
義
な
ど
の
詩
文
集
で
あ
る
(
い
ず
れ
も
嘗
時
、
重
要
な
位
置
を
占
め
た
文
人
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
虞
く
別
集
一
般
に
注
穆
が
附

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
)
。

別
集
の
注
稗
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
貼
に
つ
い
て
、
社

35 

甫
詩
集
の
注
本
「
社
工
部
草
堂
詩
筆
」
を
取
り
あ
げ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
南
宋
の
魯
告
が
編
年
形
式
で
編
ん
だ
杜
甫
の
詩
集
を
基
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に
察
夢
弼
が
注
稗
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て
、
察
夢
弼
の
白
序
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夢
弼
因
博
求
唐
宋
諸
本
杜
詩
十
円
、
緊
而
閲
之
、
三
復
参
校
、
の
用
嘉
興
魯
氏
編
次
先
生
用
拾
之
行
古
紙
、
作
詩
歳
月
之
先
後
以
矯
定
本
、

毎
於
逐
句
本
文
之
下
、
先
正
其
字
之
異
同
、
次
審
其
音
之
反
切
、
方
作
詩
之
義
以
緯
之
、
復
引
経
子
史
惇
記
以
誼
其
用
事
之
所
従
出
。

(
わ
た
し
は
唐
宋
の
社
甫
詩
集
の
諸
本
を
十
種
ほ
ど
集
め
て
き
て
、
相
瓦
に
見
比
べ
な
が
ら
校
訂
を
重
ね
た
。
そ
し
て
、
嘉
興
の
魯
音
が
杜
甫
の
事
跡
を

た
ど
り
つ
つ
制
作
年
代
順
に
作
品
を
整
理
し
た
本
に
基
づ
い
て
、
詩
句
ご
と
に
先
ず
は
文
字
の
異
同
を
正
し
、
次
い
で
語
音
の
反
切
を
一
不
し
、
『
詩
一
経
』
の

(
3
)
 

作
詩
の
精
神
を
踏
ま
え
て
解
轄
を
施
し
、
更
に
経
・
子
・
史
・
停
の
書
物
を
参
照
し
て
用
事
の
出
慮
を
示
し
た
o
)

察
夢
弼
に
よ
る
社
甫
詩
の
注
稗
は
大
き
く
四
つ
の
要
素
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
(
一
)
丈
字
の
異

同
を
正
す
こ
と
、
つ
己
語
音
を
一
不
す
こ
と
、
(
三
)
詩
の
解
緯
を
示
す
こ
と
、
(
四
)
典
故
の
出
慮
を
示
す
こ
と
、

で
あ
る
。
察
夢
弼
に
よ
る

社
甫
詩
注
に
限
ら
ず
、
詩
の
注
樟
は
一
般
的
に
こ
れ
ら
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
詩
の
注
轄
を
構
成
す
る
こ
れ

「
参
校
」
で
あ
る
。
同
じ
意
味
の
語
と
し
て
「
校
勘
」
、
「
校
讐
」
、
「
校
正
」
、
「
校
定
」
な
ど
数
多
く
あ
る
が
、
以
下
一
括
し
て
「
校
勘
」
と
呼
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ら
四
つ
の
要
素
の
う
ち
、
本
稿
が
注
目
し
た
い
の
は
(
一
)
丈
字
の
異
同
を
正
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
右
の
丈
中
の
別
の
語
を
用
い
て
言
え
ば

ぶ
。
詩
文
の
注
稗
と
言
え
ば
(
三
)

や
(
四
)
が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
校
勘
も
ま
た
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
4
)
 

詩
文
集
(
別
集
)
の
注
稗
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
宋
代
は
、
詩
丈
の
校
勘
が
飛
躍
的
な
護
展
を
見
せ
た
時
代
で
も
あ
る
。
こ
う

し
た
現
象
の
背
景
に
は
、
従
来
の
抄
本
に
加
え
て
版
本
が
流
布
す
る
な
ど
詩
文
集
の
流
通
量
が
増
加
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
同
じ
作

者
の
詩
文
集
が
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
複
数
の
デ
杭
ョ
ン
に
よ
っ
て
誼
ま
れ
る
と
い
う
状
況
が
出
現
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
校
勘
が

必
要
と
な
る
の
は
、
異
な
る
テ
ク
ス
ト
が
複
数
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
宋
代
に
な
さ
れ
た
詩
文
集
の
校
勘

の
代
表
的
な
成
果
と
し
て
、
例
え
ば
南
宋
の
方
松
卿
『
韓
集
翠
正
』
が
奉
げ
ら
れ
る
(
こ
れ
を
基
に
更
に
校
訂
を
加
え
た
も
の
に
朱
烹
「
韓
文
考

(
5
)
 

異
』
が
あ
る
)
o

こ
こ
で
方
樫
卿
が
参
照
し
た
韓
愈
作
品
の
各
種
ァ
本
は
七
十
種
に
も
達
す
る
と
い
う
。

で
は
、

い
っ
た
い
校
勘
と
は
何
か
、
何
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
胡
遁
「
元
典
章
校
補
稗
例
序
」
は
次
の
よ
う
に
連



べ
る
。
校
勘
之
島
一
定
子
丈
件
惇
寓
的
不
易
避
克
錯
誤
。
丈
件
越
古
、
惇
寓
的
次
数
越
多
、
錯
誤
的
機
曾
也
越
多
。
校
勘
準
的
任
務
是
要
改
正
這
些

惇
寓
的
錯
誤
、
恢
復
一
個
丈
件
的
本
来
面
目
、
或
使
他
和
原
本
相
差
最
徴
。
(
校
勘
撃
は
、
テ
ク
ス
ト
が
惇
潟
の
過
程
で
誤
り
を
生
ぜ
ざ
る
を
得

な
い
も
の
で
あ
る
が
故
に
起
こ
っ
た
墜
問
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
が
官
毘
白
け
れ
ば
奮
い
ほ
ど
、
惇
寓
さ
れ
る
回
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
誤
り
が
生
ず
る
可

能
性
も
高
く
な
る
。
校
勘
間
半
の
務
め
は
惇
窮
の
過
程
で
生
ず
る
誤
り
を
正
し
、
テ
ク
ス
ト
の
本
来
の
姿
を
回
復
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
原
本
と
の
遣
い
を

(
6
)
 

最
小
限
に
す
る
こ
と
に
あ
る
o
)

校
勘
と
そ
の
日
的
に
つ
い
て
は
、
こ
の
丈
章
に
簡
潔
に
説
き
童
く
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

テ
ク
ス
ト
が
惇
承
さ
れ
る
過
程
で
生
じ
た
誤

り
を
正
し
、

テ
ク
ス
ト
の
本
来
の
姿
、
「
原
本
」
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
る
。
回
復
さ
れ
た
「
原
本
」
が
、
通
常
は
「
定
本
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
更
に
、
次
の
よ
う
に
問
う
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
詩
文
の
校
勘
に
た
ず
さ
わ
る
者
に
と
っ
て
原
本
H

定

37 

本
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
彼
ら
は
原
本
の
原
本
た
る
所
以
を
ど
こ
に
求
め
て
い
た
の
か
、
と
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
彼
ら
な
り
の
丈
献
血
字
的
な
根

擦
に
基
づ
い
て
原
本
を
定
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
彼
ら
が
行
っ
た
文
献
準
的
検
討
の
具
瞳
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
は

な
い
。
こ
の
間
い
に
封
し
て
は
、
ひ
と
ま
ず
次
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
作
者
自
身
が
定
本
と
し
て
定
め
た

(
と
見
な
さ
れ
る
)
本
、
も
し
く
は
そ
れ
に
最
も
近
い
(
と
見
な
さ
れ
る
)
本
が
、
す
な
わ
ち
彼
ら
に
と
っ
て
の
原
本
川
定
本
で
あ
っ
た
、
と
。

原
本
の
原
本
た
る
所
以
、
原
本
と
い
う
権
威
の
源
泉
は
最
終
的
に
は
「
作
者
」
と
い
う
存
在
に
求
め
ら
れ
て
い
た
、
と
言
い
換
え
て
も
い
い
。

い
ま
述
べ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
校
勘
に
つ
い
て
直
接
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
欧
陽
情
「
六
一
詩
話
』
に
見
え
る
次
の
記
事
を
謹
ん
で

み
よ
う
。陳
公
時
偶
得
社
集
奮
本
、
丈
多
脱
誤
、
至
「
迭
察
都
尉
」
詩
云
「
身
軽
一
烏
」
、
其
下
院
二
子
。
陳
公
因
輿
数
客
各
用
一
字
補
之
。
或
云

「
疾
」
、
或
云
「
落
」
、
或
云
「
起
」
、
或
云
「
下
」
、
莫
能
定
。
後
得
一
善
本
、
乃
日
疋
「
身
軽
一
烏
過
」
。
陳
公
歎
服
、
以
震
難
二
子
、
諸

37 

君
亦
不
能
到
也
o

(
陳
公
〔
従
易
〕
は
、
た
ま
た
ま
社
甫
詩
集
の
奮
い
本
を
手
に
入
れ
た
が
、
脱
落
や
誤
り
が
多
か
っ
た
。
「
迭
察
都
尉
」
詩
の
「
身
軽
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一
烏
口
」
と
い
う
詩
句
の
下
の
一
字
も
脱
落
し
て
い
た
。
陳
公
は
数
人
の
友
人
と
と
も
に
、
ど
の
文
字
を
補
っ
た
ら
い
い
か
話
し
合
っ
た
。
「
疾
」
、
「
落
」
、

「
起
」
、
「
下
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
案
が
山
さ
れ
た
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
後
に
善
本
を
手
に
入
れ
た
の
で
、
件
の
箇
所
を
見
て
み
る
と
「
身
軽
一
鳥

(
7
)
 

過
」
と
な
っ
て
い
た
。
陳
公
は
感
歎
し
て
言
っ
た
。
た
っ
た
一
宇
の
こ
と
な
の
に
諸
君
も
こ
れ
に
及
ば
な
い
と
は
、
と
0

)

「
諸
君
亦
た
到
る
能
は
ず
」
と
は
、
社
甫
の
作
詩
の
水
準
に
到
達
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
陳
従
易
は
「
身
軽
一
鳥

過
」
と
い
う
詩
句
を
、
社
甫
自
身
が
賓
際
に
そ
の
よ
う
に
書
い
た
、
あ
る
い
は
定
め
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
(
右
の
文
章
に

は
そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
)
。
「
身
軽
一
烏
過
」
と
い
う
詩
句
を
含
む
社
甫
の
詩
集
が
「
善
本
」
と
見
な
さ
れ
た

の
は
、
作
者
で
あ
る
社
甫
が
定
本
と
し
て
定
め
た
テ
ク
ス
ト
を
惇
え
る
本
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

先
に
引
い
た
胡
遁
の
言
葉
が
遮
べ
る
よ
う
に
、
停
寓
の
過
程
で
生
じ
た
テ
ク
ス
ト
の
誤
り
を
正
し
、
原
本
を
回
復
す
る
こ
と
が
校
勘
の
目
的

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
回
復
さ
れ
る
べ
き
原
本
と
は
「
作
者
自
身
が
定
本
と
し
て
定
め
た
本
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
校
勘
が
封
象
と
す
る
の
は
惇
寓
の
過
程
、

つ
ま
り
定
本
が
成
立
し
て
か
ら
後
の
段
階
に
あ
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
そ
こ
で
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校
勘
と
い
う
も
の
が
こ
の
よ
う
な
管
み
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
は
一
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
も
一
言
う
べ
き
も
の
が
生
じ
て
い
る
と
言

は
定
本
が
成
立
す
る
以
前
の
段
階
に
あ
る
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
考
慮
の
外
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
宋
代
に
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
に
饗
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
饗
化
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
回
目
頭
に
も
述
べ
た
「
草
稿
」

H

「
巽
蹟
」
、
す
な
わ
ち

作
者
の
親
筆
原
稿
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
テ
ク
ス
ト
へ
の
闘
心
の
高
ま
り
で
あ
る
。
奮
来
の
校
勘
の
眼
差
し
の
も
と
で
は
検
討
の
封
象
と
は

い
わ
ば
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
「
定
本
」
成
立
以
前
の
段
階
に
あ
る
テ
ク
ス
ト
を
検
討
の
封
象
と

な
し
得
る
よ
う
な
嗣
賄
が
「
草
稿
」
日
「
異
蹟
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
奮
来
の
校
勘
と
は
異
な
る
新
た
な
校
勘
の
嗣
賄
が
成

な
ら
ず
、

立
し
た
と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

前
稿
で
宋
人
の
詩
話
や
題
肢
を
取
り
あ
げ
て
見
た
よ
う
に
、
宋
代
に
は
白
居
易
、
韓
愈
、
欧
陪
紘
問
、
蘇
献
、
黄
庭
堅
と
い
っ
た
丈
人
た
ち
の

親
筆
原
稿
を
他
の
諸
本
と
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
南
宋
の
超
彦
衛
『
雲
麓
漫
秒
』
巻
四
は
蘇
載
の



詞
に
つ
い
て
「
版
行
束
坂
長
短
旬
、
『
賀
新
郎
』
詞
云
「
乳
燕
飛
華
屋
』
。
嘗
見
其
員
蹟
、
乃
「
棲
華
屋
』
0

『
水
調
歌
』
詞
、
版
行
者
末
云
「
但

願
人
長
久
」
o

員
蹟
云
『
但
得
人
長
久
」
o

以
此
知
前
輩
丈
章
矯
後
人
妄
改
亦
多
失
」
と
述
べ
て
「
員
蹟
」
と
「
版
行
」
本
と
を
比
較
し
、
後
者

の
テ
ク
ス
ト
が
後
人
の
「
妄
改
」
を
被
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
曾
季
程
「
艇
薪
詩
話
」
は
同
じ
く
蘇
載
の
詞
に
つ
い
て
「
其
異

本
云
『
乳
燕
栖
華
屋
』
、
今
本
作
『
飛
」
字
、
非
是
」
、
ま
た
「
『
半
依
古
柳
責
黄
瓜
』
、
今
印
本
作
『
牛
衣
古
柳
責
黄
瓜
』
、
非
是
。
予
嘗
見
東

坂
墨
蹟
作
『
必
十
依
』
、
乃
知
『
牛
』
字
誤
也
」
と
遮
べ
て
「
異
本
」
、
「
墨
蹟
」
と
「
今
本
」
と
を
比
較
し
、
後
者
の
誤
り
を
指
摘
す
る
。
い
ず

れ
も
胡
適
の
言
う
「
惇
寓
的
錯
誤
」
を
指
摘
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
作
者
の
親
筆
原
稿
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
の
擢
威
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
人
の
手
に
よ
っ
て
停
寓
さ
れ
る

過
程
で
生
ず
る
誤
り
も
克
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
定
本
」
に
よ
り
近
い
テ
ク
ス
ト
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
右
に
奉
げ
た
越
彦
衡
と
曾

季
狸
の
言
葉
に
も
、
そ
の
よ
う
な
見
解
が
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
南
宋
の
周
必
大
「
肱
正
法
一
所
載

右
蘇
丈
忠
公
手
寓
詩
詞
一
巻
。
「
梅
花
」
二
絶
、
元
豊
三
年
正
月
庇
責
州
這
中
所
作
。
「
昨
夜
東
風
吹
石
裂
」
、
集
本
改
清
三
夜
」
0

・:
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東
坂
字
」
(
『
津
逮
秘
書
』
本
『
盆
公
題
政
」
巻
五
、
『
文
淵
間
四
庫
全
書
』
本
「
文
忠
集
」
巻
五
O
)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

某
毎
校
前
賢
遺
丈
、
不
敢
専
用
手
書
及
石
刻
、
蓋
恐
後
来
白
改
定
也
。
(
右
は
蘇
献
自
筆
の
詩
詞
一
巻
、
そ
の
う
ち
「
梅
花
」
絶
句
二
首
は
、
元

豊
三
年
正
月
、
黄
州
に
左
遷
さ
れ
る
道
中
の
作
で
あ
る
。
「
昨
夜
東
風
吹
石
裂
」
と
あ
る
が
、
集
本
で
は
「
一
夜
云
云
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
:
:
:
わ
た

し
は
先
人
の
遺
稿
を
校
訂
す
る
際
に
は
、
手
稿
や
石
本
に
頼
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
作
者
が
そ
れ
を
後
に
書
き
改
め
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
)

蘇
戟
「
梅
花
二
首
」
(
盟
問
麿
棺
輯
注
『
蘇
文
忠
公
詩
合
注
』
空
一
O
)
の
「
手
寓
」
す
な
わ
ち
手
稿
の
テ
ク
ス
ト
を
「
集
本
」
の
そ
れ
と
比
較
し

て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
が
必
ず
し
も
依
援
す
る
に
足
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
何
故
、
作
者
の
手
稿
が
依
援
す

る
に
足
ら
な
い
か
と
言
え
ば
、
作
者
自
身
が
後
に
そ
れ
を
「
集
本
」

へ
と
纏
め
あ
げ
て
ゆ
く
過
程
で
書
き
改
め
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
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あ
る
。
こ
こ
に
一
不
さ
れ
て
い
る
の
は
、
草
稿
と
い
う
も
の
は
常
に
作
者
自
身
の
手
に
よ
っ
て
「
改
定
」
さ
れ
る
可
能
性
あ
る
い
は
危
険
性
を
融
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め
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
草
稿
が
持
つ
こ
の
種
の
性
格
を
指
し
て
、
前
稿
で
は
「
草
稿
の
不
安
定
性
」
と
呼
ん
だ
。
宋
代
に
成
立
し
た(日
)

新
た
な
校
勘
の
頑
酷
は
、
こ
う
し
て
「
草
稿
」
段
階
に
あ
る
作
品
が
本
質
的
に
苧
ん
で
い
る
濁
特
の
性
格
を
も
露
わ
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
以
上
に
遮
べ
た
よ
う
な
新
た
な
校
勘
の
覗
貼
は
、
詩
丈
集
の
注
程
に
ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
詩
文
集
の
注
稗
に

お
い
て
も
同
様
の
覗
賠
は
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
宋
代
に
お
け
る
詩
文
集
の
注
稗
の
う
ち
、
宋
代
以
前
の
丈
人
、
例
え
ば
陶
淵
明
、
李
白
、

杜
甫
、
韓
愈
、
柳
宗
元
な
ど
の
集
の
注
轄
に
お
い
て
は
、
作
者
の
親
筆
原
稿
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
た
だ
し
、

韓
愈
集
に
お
い
て
は
「
石
本
」
す
な
わ
ち
石
刻
拓
本
を
参
照
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
南
宋
の
貌
仲
翠
編
『
五
百
家
注
昌
剰
余
丈
集
」

(
U
)
 

(
『
文
淵
悶
四
庫
全
書
』
牧
)
に
は
碑
誌
に
閲
し
て
石
本
を
参
照
す
る
形
で
の
校
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
石
本
は
作
者
の
親
筆
原
稿
で
は
な
い
が
、

そ
れ
に
よ
り
、
近
い
テ
ク
ス
ト
と
見
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
(
署
員
際
に
そ
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ

う
な
ケ
l
ス
を
除
い
て
、
宋
代
以
前
の
丈
人
の
詩
文
集
注
轄
に
お
い
て
基
本
的
に
親
筆
原
稿
を
参
照
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
首
時
、
肢
に
彼
ら
の
親
筆
原
稿
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
し
か
の
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
宋
人
の
詩
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文
集
に
附
さ
れ
た
注
棒
、
例
え
ば
蘇
職
、
黄
庭
堅
の
注
轄
と
な
る
と
事
情
は
大
き
く
異
な
る
。
同
じ
王
朝
の
丈
人
で
時
代
が
近
接
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
て
、
文
壇
に
お
け
る
知
名
度
の
高
さ
故
に
、
そ
の
墨
蹟
が
珍
重
さ
れ
数
多
く
保
存
さ
れ
た
こ
と
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
特
に
蘇
転
、

あ
ず
か

黄
庭
堅
の
場
合
、
そ
の
書
家
と
し
て
の
高
い
許
慣
も
輿
っ
て
塞
術
品
と
し
て
牧
識
の
封
象
と
な
る
ケ
l
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
以
下
、
蘇

載
、
黄
庭
堅
の
詩
の
注
棒
を
取
り
あ
げ
て
、
そ
こ
で
の
「
草
稿
」
リ
「
真
蹟
」
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
石
刻
(
石
本
)
の
テ
ク
ス
ト
の
取
り

扱
い
、
ま
た
そ
こ
に
現
れ
た
文
献
撃
的
組
賄
の
特
性
、
更
に
は
丈
皐
論
的
視
貼
の
特
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

蘇

車式

詩

注
|
|
「
施
注
蘇
詩
』
|
|

蘇
拭

(
-
O
三
六
l

一
O
一
)
の
詩
の
注
轄
は
宋
代
の
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
現
存
す
る
代
表
的
な
も
の
に
(
奮
題
)
王

十
朋
編
『
百
家
注
分
類
東
坂
先
生
詩
(
集
注
分
類
東
坂
先
生
詩
)
』
が
あ
る
。
だ
が
、
管
見
の
限
り
こ
の
注
本
に
お
い
て
は
員
蹟
や
石
刻
に
言
及



す
る
注
程
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
宋
代
に
編
ま
れ
た
蘇
戟
詩
集
の
注
本
と
し
て
、
王
十
朋
編
の
注
本
と
並
ん
で
重
要
な
も
の
に
、
南
宋
の

施
元
之
、
顧
稿
、
そ
し
て
施
宿
に
よ
る
『
注
東
坂
先
生
詩
(
施
注
蘇
詩
)
」
が
あ
る
。
こ
の
注
本
を
最
終
的
に
整
理
し
て
刊
行
し
た
施
宿
の
肢
は

嘉
定
六
年
(
一
二
二
二
)
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
『
施
注
蘇
詩
』
に
は
、
そ
の
注
棒
、
特
に
題
下
の
注
に
お
い
て
、
蘇
載
の
「
己
県
蹟
」
、
「
墨

(
日
)

蹟
」
、
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
の
「
石
本
」
、
「
碑
本
」
な
ど
を
参
照
す
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。

先
ず
、
『
施
注
蘇
詩
」
の
題
下
注
に
お
い
て
「
墨
蹟
」
を
参
照
す
る
形
で
文
字
の
異
同
が
記
さ
れ
る
例
を
畢
げ
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
題
下
注

(
日
)

は
施
宿
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
引
用
は
鄭
審
・
巌
一
存
編
校
「
増
補
足
本
施
顧
注
蘇
詩
』
に
撮
り
、
題
下
に
そ
の
巷

数
を
附
す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
清
の
活
躍
棺
輯
注
『
蘇
丈
忠
公
詩
合
注
』
の
巻
数
を
附
す
。

「
出
頴
口
初
見
准
山
、
是
日
至
書
州
」
(
巻
三
、
『
ム
口
往
』
巻
六
)

東
坂
嘗
縦
筆
書
此
詩
。
:
:
:
墨
蹟
在
呉
興
秦
氏
、
集
本
作
「
平
准
」
、
墨
蹟
作
「
長
准
」
、
今
従
墨
蹟
。
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遊
墨 i手
蹟居
今寺
在
i胡井
ナトI51 
向」

馬吾
首八
有
一「 ζト

居住
」巻

字i69

「
海
業
」
(
省
二
O
、
『
合
注
』
省
一
一
一
一
)

先
生
嘗
作
大
字
如
掌
、
書
此
詩
、
似
是
晩
年
筆
札
。
輿
集
本
不
同
者
、
「
揚
揚
」
作
「
砂
砂
」
、
互
主
非
」
作
「
空
濠
」
、
「
更
」
作

(
打
)

「故」
o

墨
蹟
奮
戴
秦
少
師
伯
陽
、
後
蹄
林
右
司
子
長
。
今
従
墨
蹟
。

「
再
次
韻
答
完
夫
穆
父
」
(
巻
二
四
、
『
ム
円
注
』
巻
二
六
)

此
詩
墨
蹟
古
紙
呉
興
秦
氏
、
首
云
「
又
次
韻
穆
父
舎
人
和
完
夫
初
入
省
且
述
世
契
」
o

集
本
云
「
披
垣
老
吏
」
、
墨
蹟
乃
「
老
史
」
也
。

「
次
韻
曹
輔
寄
霊
源
試
倍
新
芽
」
(
巻
二
九
、
「
ム
円
注
』
巻
三
二
)

41 

集
本
云
「
仙
山
霊
雨
操
行
雲
」
、
「
戯
作
小
詩
君
一
笑
」
0

呉
興
向
氏
有
畢
良
史
奮
戴
墨
漣
、
「
霊
雨
」
作
「
霊
草
」
、
「
一
笑
」
作
「
勿

笑
」
、
今
従
墨
跡
。
後
又
題
「
曾
坑
窓
一
源
」
四
大
字
。
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こ
れ
ら
の
例
か
ら
は
、
施
宿
が
蘇
載
の
員
蹟
(
墨
蹟
)
を
参
照
し
、
そ
れ
を
「
集
本
」
す
な
わ
ち
詩
集
と
し
て
流
布
し
て
い
る
テ
ク
ス
ト
と

(
叩
)

比
較
し
て
い
た
こ
と
、
丈
字
の
異
同
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
逐
一
記
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
「
施

注
蘇
詩
』
は
丈
字
の
異
同
が
あ
る
場
合
、
員
蹟
の
テ
ク
ス
ト
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
に
奉
げ
た
ケ
1
ス
で
は
、
す
べ
て
集
本

(
初
)

で
は
な
く
員
蹟
の
テ
ク
ス
ト
が
本
丈
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル

『
施
注
蘇
詩
」
が
参
照
し
た
員
蹟
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
蘇
載
の
親
筆
原
稿
の
原
物
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
中
に
は
員
蹟

を
石
に
刻
し
た
も
の
の
拓
本
、
い
わ
ゆ
る
「
石
本
」
を
参
照
す
る
ケ
l
ス
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
奉
げ
る
の
は
、
題
下
注
に
お
い

て
置
(
蹟
が
石
に
刻
さ
れ
た
こ
と
を
特
記
す
る
例
で
あ
る
。

「
定
恵
院
寓
居
月
夜
偶
出
」
(
山
苧
八
、
『
合
注
」
窒
一
O
)

此
詩
墨
跡
在
臨
川
黄
扶
家
、
嘗
刻
子
婆
女
伴
属
。
「
但
首
謝
客
封
妻
子
」
、
墨
遮
作
「
閉
門
謝
客
封
妻
子
」
0
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「
正
月
廿
日
往
岐
亭
、
郡
人
潜
古
郭
三
人
迭
余
於
女
王
城
東
施
荘
院
」
(
巻
一
八
、
『
合
注
』
巻
一
一
一
)

此
詩
墨
連
、
刻
石
成
都
府
治
、
題
云
「
正
月
二
十
一
日
出
城
至
虎
胞
作
、
虎
胞
在
黄
州
北
二
十
絵
里
」
o

「
大
寒
歩
至
束
波
、
贈
袋
二
一
」
(
巻
二
O
、
『
合
注
』
巻
一
一
一
一
)

此
詩
墨
跡
刻
石
成
都
府
治
。
「
一
瓢
酒
」
作
「
一
一
等
酒
」
、
乃
元
詰
問
所
書
也
。

「
別
子
由
三
首
、
策
別
遅
」
(
窒
一
O
、
『
合
住
」
巻
二
三
)

宿
守
都
梁
、
得
束
平
康
師
孟
元
祐
二
年
三
月
刻
二
蘇
公
所
輿
九
帖
於
洛
陽
、
坂
書
「
別
子
由
」
第
二
詩
、
而
題
其
後
云
「
元
塑
七
年
、

余
白
黄
遷
汝
、
往
別
子
由
於
鏡
、
作
数
詩
留
別
、
此
其
一
也
。
:
:
:
元
祐
元
年
三
月
十
日
、
拭
書
」
。
「
水
南
卜
築
吾
畳
敢
」
、
集
本

作
「
卜
宅
」
0

「
想
見
亦
倉
照
水
開
」
、
集
本
作
「
逼
想
茅
軒
」
。
今
皆
従
刻
石
。
師
猛
暑
士
、
能
刻
雨
公
筒
札
、
託
名
不
朽
、
有
足
嘉

(

出

品

)

者
、
遂
得
以
正
集
本
三
字
之
誤
云
。

「
眉
子
石
硯
歌
、
贈
胡
闇
」
(
巻
二
一
、
『
合
注
」
巻
二
四
)



墨
蹟
刻
石
成
都
、
題
矯
「
士
口
眉
山
石
硯
歌
」
。

「
、
相
州
南
山
監
倉
粛
淵
東
軒
二
首
」
(
巻
二
二
、
『
合
注
」
巻
二
四
)

淵
{
子
潜
夫
、
後
以
朝
散
郎
知
榔
州
以
浪
。
詩
帖
猶
存
薫
氏
、
周
森
公
嘗
矯
題
蹴
云
。
二
詩
墨
蹟
、
刻
石
成
都
、
「
珍
禽
葺
好
猶
思

越
」
作
「
懐
越
」
、
未
知
即
請
氏
所
戒
、
或
是
別
本
也
。

「
掴
州
除
夜
雪
中
黄
師
是
迭
酢
酒
二
首
」
(
巻
二
二
、
「
ム
ロ
注
』
巻
二
四
)

白
此
詩
以
下
至
「
書
劉
君
射
堂
」
凡
七
詩
、
墨
蹟
刻
干
成
都
府
治
。
績
帖
中
、
其
後
肢
云
「
過
澗
州
作
此
数
詩
、
偶
此
佳
紙
精
墨
寓

之
、
以
遺
症
徳
君
。
元
豊
八
年
正
月
十
日
、
東
坂
居
士
書
」
。
桂
徳
、
蓋
王
夫
人
也
。
墨
蹟
刻
本
輿
集
本
間
有
不
同
。
「
春
流
活
活
走

黄
沙
」
、
集
本
作
「
咽
咽
」
、
「
遷
客
如
借
畳
有
家
」
、
集
本
作
「
逐
客
」
、
「
孤
燈
何
事
猫
成
花
」
、
集
本
作
「
生
花
」
。
「
章
銭
二
君
見

和
復
次
韻
答
之
」
、
「
林
烏
樫
馬
闘
謹
詩
」
、
集
本
作
「
喧
誇
」
、
「
更
有
新
詩
貼
萄
酔
」
、
集
本
作
「
況
有
」
o

今
皆
従
刻
石
本
。

此
詩
墨
誠
一
刻
石
成
都
府
治
、
題
云
「
次
韻
完
夫
舎
人
見
戯
一
首
」
。
「
朝
来
柱
坊
看
西
山
」
、
墨
連
作
「
望
西
山
」
0
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「
次
韻
胡
完
父
」
(
春
二
四
、
『
合
注
』
春
二
六
)

「
迭
買
前
伴
眉
二
首
」
(
巻
二
五
、
『
合
注
』
巻
二
七
)

此
詩
第
二
首
墨
蹟
刻
於
成
都
府
治
、
乃
「
蓬
士
両
親
手
矯
君
聞
」
、
集
本
作
「
小
軒
臨
水
」
o

又
云
「
試
看
一
一
龍
蛇
活
」
、
石
刻
作

「
舞
」
。
今
皆
従
石
刻
。

「
小
飲
西
湖
、
懐
欧
陽
叔
弼
季
歌
、
呈
超
景
既
陳
履
常
」
(
巻
三
一
、
『
合
注
」
虫
色
三
四
)

集
本
作
「
竹
間
亭
小
飲
」
o

臨
川
黄
扶
以
公
員
連
刻
子
委
体
聴
事
。
作
「
小
飲
西
湖
、
懐
欧
陽
叔
弼
兄
弟
、
贈
超
徳
麟
陳
履
常
」
0

蓋

是
後
来
所
書
、
景
既
巳
改
字
徳
麟
也
。
集
本
「
歌
飲
西
湖
晩
」
作
「
醇
飲
西
湖
晩
」
、
「
此
命
日
不
可
再
」
作
「
此
舎
恐
難
久
」
、
皆
以

員
連
矯
是
。
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「
迫
和
陶
淵
明
詩
、
時
園
田
居
、
井
引
」
(
巻
四
今
、
「
合
注
』
巻
三
九
)
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東
坂
曾
孫
叔
子
、
名
唄
、
刻
所
裁
量
(
跡
於
泉
南
舶
司
、
間
輿
集
本
不
同
。
所
作
類
多
晩
歳
、
品
何
回
是
集
本
有
課
、
今
従
石
本
。

「
別
子
由
三
首
粂
別
遅
」
、
「
細
川
除
夜
雪
中
黄
師
是
迭
酔
酒
二
首
」
、
「
迭
買
前
件
眉
二
首
」
、
「
追
和
陶
淵
明
詩
時
園
田
居
井
引
」
各
篇
の
注

に
は
「
石
刻
」
、
「
石
本
」
、
「
刻
石
(
本
)
」
な
ど
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
例
も
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
員
蹟
で
は
な
く
、
石
刻
拓
本
も

し
く
は
そ
れ
に
基
づ
く
法
帖
の
類
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
異
蹟
も
し
く
は
石
刻
の
テ
ク
ス
ト
を

(
お
)

参
照
し
つ
つ
、
集
本
と
の
丈
字
の
異
同
に
言
及
す
る
注
記
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
も
、
や
は
り
施
宿
は
員
蹟
も
し
く
は
石
刻

の
テ
ク
ス
ト
に
従
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
右
に
翠
げ
た
十
一
例
の
う
ち
、
「
正
月
廿
日
往
岐
亭
郡
人
潜
古
郭
三
人
迭
余
於
女
王
城
東
禅
荘
院
」
、

「
大
寒
歩
至
東
坂
贈
長
三
」
、
「
眉
子
石
硯
歌
贈
胡
閏
」
、
「
掴
州
南
山
監
倉
吉
淵
東
軒
二
首
」
、
「
次
韻
胡
完
父
」
を
除
く
六
例
が
異
蹟
も
し
く
は

(

刊

日

)

石
刻
の
テ
ク
ス
ト
を
本
丈
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
な
お
、
右
に
翠
げ
た
例
の
多
く
に
は
刻
石
が
行
わ
れ
た
土
地
と
し
て
「
成
都
」
の
名
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
正
磨
辰
編
「
成
都
帖
」
と
の
闘
連
を
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

右
に
奉
げ
た
の
は
、
他
人
の
刻
し
た
石
本
、
も
し
く
は
他
人
の
戒
す
る
石
本
を
参
照
す
る
例
で
あ
る
が
、
施
宿
自
身
も
ま
た
蘇
載
の
員
蹟
を

石
に
刻
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。
次
に
奉
げ
る
の
は

「
施
注
蘇
詩
』
の
題
下
注
に
そ
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
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「
登
望
供
亭
」
(
巻
一
一
一
一
、
『
合
注
』
巻
一
五
)

此
詩
墨
蹟
乃
欽
宗
東
宮
奮
職
、
今
在
曾
丈
清
家
、
宿
嘗
刻
石
徐
挑
牒
治
。
束
坂
題
云
「
僕
在
彰
城
、
大
水
後
登
望
怯
亭
、
偶
留
此
詩
、

己
而
忘
之
、
其
後
徐
人
有
諦
之
者
、
徐
思
之
、
乃
知
其
矯
僕
詩
也
」
o

集
中
無
之
、
以
入
「
河
復
」
詩
後
。

「
次
韻
孔
毅
父
久
日
干
己
而
甚
雨
三
首
」
(
空
一
O
、
『
合
注
』
巻
一
一
一
)

先
生
矯
楊
遁
士
書
一
帖
云
「
僕
諦
居
黄
岡
、
綿
竹
武
都
山
道
士
楊
世
昌
子
京
白
鹿
山
来
過
余
。
:
:
:
元
豊
六
年
五
月
八
日
、
東
坂
居

士
書
」
o

又
一
帖
云
「
十
月
十
五
日
夜
、
輿
楊
道
士
法
舟
赤
壁
。
:
:
:
柳
復
記
云
」
0

「
次
毅
甫
韻
」
第
三
首
載
「
西
州
楊
這
士
」
凡

数
聯
、
因
此
帖
知
矯
世
昌
。
:
:
:
二
帖
書
在
萄
牒
、
筆
書
一
甚
精
、
宿
嘗
以
入
石
云
。

「
次
韻
銭
穆
父
」
(
巻
二
四
、
『
合
注
』
巻
二
六
)



欽
宗
在
東
宮
時
、
所
寂
東
坂
帖
甚
富
、
多
有
{
辰
翰
築
題
。
即
位
後
、
出
二
十
軸
賜
呉
少
宰
元
中
。
元
中
筋
曾
丈
清
妹
婿
、
以
十
軸
時

之
。
今
戴
於
元
孫
戸
部
郎
築
這
繋
。
宿
矯
飴
挑
、
嘗
刻
石
豚
粛
。
墨
蹟
云
「
病
客
来
従
飯
頼
山
」
、
集
本
作
「
遷
客
」
、
「
一
言
置
我

老
劉
間
」
、
集
本
作
「
二
劉
」
o

右
に
奉
、
げ
た
三
例
の
う
ち
二
つ
の
例
に
施
宿
が
刻
石
を
行
っ
た
土
地
の
名
と
し
て
徐
桃
の
名
が
見
え
る
が
、
施
宿
は
知
徐
桃
牒
を
つ
と
め
た

(
お
)

こ
と
が
あ
る
。
施
宿
が
赴
任
先
の
徐
挑
で
刻
石
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

先
に
蘇
載
の
員
蹟
の
刻
石
が
行
わ
れ
た
土
地
と
し
て
「
成
都
」
の
名
が
多
く
奉
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
が
、
「
玉
堂
栽
花
、
周
正
南
有

詩
次
韻
」
(
巻
二
五
、
『
合
注
』
巻
二
八
)
に
附
す
次
の
題
下
注
も
や
は
り
成
都
で
の
刻
石
に
欄
れ
た
も
の
で
あ
る
。

欽
宗
在
東
宮
古
紙
公
帖
、
以
賜
呉
少
宰
、
有
輿
王
耳
目
卿
都
尉
一
帖
云
「
花
栽
乞
雨
醗
鵬
、
雨
林
禽
、
雨
杏
、
の
乞
令
栽
花
人
来
、
種
之
玉
堂

前
後
、
亦
異
時
一
段
嘉
事
也
」
o

此
詩
之
作
、
正
潟
是
也
。
宿
刻
此
帖
鈴
挑
牒
粛
、
正
端
明
刻
此
詩
成
都
府
泊
。

蘇
載
の
「
輿
玉
音
卿
都
尉
」
帖
(
未
詳
)
を
飴
挑
で
刻
し
た
こ
と
を
語
る
と
と
も
に
、
圧
端
明
が
「
玉
堂
栽
花
周
正
播
有
詩
次
韻
」
詩
の
異
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蹟
を
成
都
で
刻
し
た
こ
と
に
鰯
れ
て
い
る
。
正
端
明
と
は
在
庫
山
辰
を
指
す
(
孝
宗
の
時
に
端
明
殿
内
学
士
と
な
っ
た
)
。
庄
一
際
辰
は
法
帖
の
牧
戒
家
と

(
担
)

し
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
迂
庭
辰
が
蘇
載
の
員
蹟
を
集
め
て
「
成
都
西
棲
帖
』
三
十
巻
を
編
刻
し
て
い
た
こ
と
で
あ

(
お
)
る
。
施
宿
は
「
寄
察
子
華
」
(
巻
二
八
、
『
合
注
』
巻
三
一
)
の
題
下
注
に

察
子
華
名
褒
、
眉
之
主
円
一
珊
人
。
「
成
都
帖
」
有
詩
殺
云
「
王
十
六
秀
才
将
蹄
局
、
云
『
子
華
宣
梧
察
丈
見
託
求
詩
、
夢
中
矯
作
四
句
、
畳

而
成
之
、
以
寄
子
華
、
の
請
以
示
揚
君
素
、
王
慶
源
二
老
人
』
。
元
結
五
年
二
月
七
日
」
0

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
「
成
都
帖
」
は
正
麿
辰
編
の
『
成
都
西
楼
帖
』
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

南
宋
の
陸
粧
は
「
蹴
東
坂
書
髄
」
(
『
四
部
叢
刊
』
本
『
清
南
文
集
」
巻
二
九
)
に
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
迂
庭
辰
編
「
成
都
西
棲
帖
』
を
愛
戴

45 

し
、
そ
の
中
か
ら
優
れ
た
も
の
を
選
、
び

西
棲
帖
』
に
絹
れ
な
が
ら
施
宿
の
戒
す
る
蘇
戟
帖
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
施
宿
の
管
矯
と
の
関
連
か
ら

『
東
坂
童
日
髄
』
十
巻
を
編
ん
で
い
た
。
陸
誹
「
蹴
東
坂
帖
」
(
「
沼
南
文
集
』
巻
二
九
)
が
、
こ
の
『
成
都
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見
て
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

成
都
西
棲
下
有
正
聖
錫
所
刻
束
坂
帖
三
十
巻
。
其
開
血
八
日
給
事
陶
一
帖
、
大
略
輿
此
帖
同
。
:
:
:
予
謂
武
子
首
求
善
工
堅
石
刻
之
、
輿
西

棲
之
帖
並
惇
天
下
、
不
首
濁
私
嚢
祐
、
使
見
者
有
恨
也
o

(
成
都
の
西
楼
下
に
託
臆
辰
〔
字
聖
錫
〕
が
刻
し
た
東
坂
手
蹟
の
法
帖
三
十
巻
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
呂
陶
に
輿
え
た
も
の
は
施
宿
の
こ
の
帖
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。
:
:
:
施
宿
〔
字
武
子
〕
よ
、
腕
の
良
い
刻
工
と
良
い
石
を
探
し
出
し
、

こ
れ
を
刻
し
て
「
成
都
西
棲
帖
」
と
並
び
惇
え
る
べ
き
で
あ
る
。
濁
り
占
め
し
て
人
々
を
残
念
が
ら
せ
て
は
い
け
な
い
o
)

先
に
琴
、
げ
た

『
施
注
蘇
詩
』

の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
施
宿
は
蘇
載
の
員
蹟
を
少
な
か
ら
ず
石
に
刻
し
て
い
た
。
こ
こ
で
陸
詳
の
器
、
げ
る

法
帖
が
そ
れ
ら
と
重
な
っ
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
施
宿
が
蘇
載
の
員
蹟
を
愛
載
し
、
時
に
は
そ
れ
を
石
に
刻
す
る
な
ど
し
て
い
た

(
幻
)

こ
と
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
言
葉
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
施
宿
の
姿
勢
が
『
施
注
蘇
詩
」
に
お
け
る
員
蹟
・
石
刻
の
活
用
に
も
反
映
さ

れ
て
い
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

の
種
の
注
稗
が
附
さ
れ
た
作
品
が
蘇
戟
詩
全
瞳
に
占
め
る
割
合
は
決
し
て
高
く
は
な
い
。
時
代
が
近
接
し
て
い
る
と
は
い
え
、

や
は
り
員
蹟
・
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以
上
、
『
施
注
蘇
詩
」

の
注
調
停
に
お
い
て
、
蘇
載
の
員
蹟
や
石
刻
が
積
極
的
に
参
照
・
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

石
刻
が
惇
わ
る
の
は
希
有
な
ケ
l
ス
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
北
宋
末
に
行
わ
れ
た
、
蘇
軟
ら
「
元
一
桁
黛
人
」
に
封
す
る
政
治
的
な
禁
匡
の
影
響

も
無
覗
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
次
節
に
取
り
あ
げ
る
黄
庭
堅
の
場
合
に
も
首
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

黄
庭
堅
詩
注
|
|
「
山
谷
内
集
詩
注
』
、
『
山
谷
外
集
詩
注
』
|
|

(
附
)
王
安
石
、
陳
師
道
詩
注

『
施
注
蘇
詩
」
と
同
様
、
「
草
稿
」

l

「
己
県
蹟
」
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
石
刻
の
テ
ク
ス
ト
を
参
照
す
る
形
で
な
さ
れ
た
詩
集
注
轄
と
し

て
、
黄
庭
堅
の
詩
の
注
本
、
任
淵
に
よ
る
『
山
谷
内
集
詩
注
』
二
十
巻
を
奉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
黄
庭
堅
(
一

O
四
五
!
一

一
O
五
)
の
詩
文

は
、
そ
の
死
後
ほ
ど
な
く
外
甥
の
洪
炎
に
よ
っ
て

『
珠
章
集
(
橡
章
黄
先
生
文
集
)
』
三
十
巻
、

い
わ
ゆ
る

「
内
集
』
に
纏
め
ら
れ
る
。
建
炎

年

一
一
一
八
)
刊
。
『
内
集
」
は
詩
と
丈
の
雨
方
を
牧
め
る
が
、
そ
の
う
ち
詩
に
つ
い
て
の
注
本
と
し
て
編
ま
れ
た
の
が
任
淵
『
山
谷
内
集
詩



注
』
で
あ
る
。
洪
炎
編
「
内
集
』

の
詩
が
古
瞳
・
律
瞳
に
分
か
つ
丈
盟
形
式
に
振
っ
て
編
ま
れ
て
い
る
の
に
封
し
て
、
任
淵
注
本
は
編
年
形
式

刊
行
は
紹
興
二
五
年
(

に
撮
る
。
こ
れ
に
任
淵
自
ら
が
附
し
た
序
は
政
和
元
年
(
一

(
お
)

一
五
五
)
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
以
下
、
任
淵
『
山
谷
内
集
詩
注
』
に
お
い
て
黄
庭
堅
の
巽
蹟
も
し
く
は
石
刻
を
参
照

(
ぬ
)

『
山
谷
詩
集
注
』
(
光
緒
間
義
寧
陳
氏
景
刊
覆
宋
本
)
に
撮
り
、
題
下
に
そ
の
巻
敦

二
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
初
稿
は
そ
の
頃
に
成
立
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

す
る
形
で
附
さ
れ
た
注
稽
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
引
用
は

を
附
す
。

先
、
ず
、
量
一
蹟
が
参
照
さ
れ
る
代
表
的
な
例
を
四
つ
ほ
ど
奉
げ
て
み
た
い
。
第
一
の
例
と
し
て
「
次
韻
王
稚
川
客
舎
二
首
」
(
巻
二
に
つ
い

て
見
て
み
よ
う
。
そ
の
題
下
注
に
は

彰
山
昔
一
氏
有
山
火
口
手
書
此
詩
云
「
王
位
稚
川
、
元
幽
一
一
旦
初
調
官
京
師
、
寓
家
鼎
州
、
親
年
九
十
絵
実
。
嘗
閲
貴
人
家
歌
舞
、
醇
時
、
書
其
技

邸
壁
間
云
『
雁
外
無
主
日
清
客
久
、
査
遺
有
夢
到
家
多
。
書
一
堂
玉
侃
紫
雲
響
、
不
及
桃
源
欽
乃
歌
』
o

余
訪
稚
川
於
邸
中
而
和
之
」
0

と
あ
っ
て
、
「
彰
山
黄
氏
」
(
未
詳
)
が
戒
す
る
黄
庭
堅
の
「
手
書
」
本
す
な
わ
ち
親
筆
稿
本
が
引
か
れ
て
い
る
。
親
筆
稿
本
で
は
右
の
よ
う
に
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題
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
詩
の
場
合
、
詩
集
の
目
録
部
分
に
も
注
が
附
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
も
「
彰
山
黄
氏
有
山
谷
手
寓
此
詩
、
題
云

『
王
位
稚
川
、
元
壁
初
調
官
京
師
云
云
』
、
古
田
疋
山
谷
北
京
解
官
後
至
京
師
所
作
」
と
あ
る
。
任
淵
は
更
に
本
丈
内
の
注
で
、
第
一
首
の
第
一

匂
「
五
更
時
夢
常
苦
短
」
に
つ
い
て

「
五
更
」
字
従
黄
氏
本
、
而
別
本
或
作
「
五
湖
」
0

と
、
ま
た
同
じ
く
第
三
・
四
句
「
慈
母
毎
占
烏
鵠
喜
、
家
人
麿
賦
良
一
彦
歌
」
に
つ
い
て

黄
氏
本
作
「
慈
母
不
嘆
烏
鵠
語
、
閏
人
麿
賦
戻
彦
歌
」
o

と
、
そ
れ
ぞ
れ
注
記
す
る
。
彰
山
黄
氏
所
載
本
や
「
別
本
」
と
の
聞
に
見
ら
れ
る
文
字
の
異
同
を
記
し
て
い
る
。
前
者
の
場
合
は
黄
氏
本
に
従

ぃ
、
後
者
の
例
で
は
黄
氏
本
に
は
従
っ
て
い
な
い
と
い
う
遣
い
は
あ
る
が
、
同
じ
親
筆
稿
本
を
参
照
し
て
の
丈
字
の
異
同
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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第
二
の
例
と
し
て
「
王
稚
川
既
得
官
都
下
、
有
所
扮
未
輔
、
予
戯
作
林
夫
人
数
乃
歌
二
章
輿
之
」
(
巻
二
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
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で
も
任
淵
は
黄
氏
所
裁
の
「
手
寓
」
本
を
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
黄
氏
は
右
の
「
彰
山
黄
氏
」
と
同
一
人
物
を
指
し
て
い
よ
う
。
題
下
注
に
は

黄
氏
有
山
谷
手
寓
奮
本
、
題
云
「
余
復
代
稚
川
之
妻
林
夫
人
寄
稚
川
、
時
稚
川
在
都
下
、
有
所
顧
扮
、
留
達
一
未
蹄
也
」
0

と
あ
っ
て
、
黄
庭
堅
の
親
筆
稿
本
に
記
さ
れ
た
詩
題
の
異
丈
を
翠
げ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
更
に
、
任
淵
は
本
丈
内
の
注
で
各
篇
の
本
丈
の
異

丈
を
畢
げ
る
。
現
行
の
任
淵
注
本
で
は
第
一
首
は
「
花
上
盈
盈
人
不
師
、
棄
下
纂
纂
賓
己
垂
。
臓
雪
在
時
聴
馬
噺
、
長
安
城
中
花
片
飛
」
、
第

二
首
は
「
従
師
訪
遁
魚
千
里
、
蓋
世
功
名
黍
一
炊
。
日
日
街
門
人
不
見
、
看
蓋
林
烏
反
晴
見
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
一
首
に
つ
い
て
は

黄
氏
本
前
章
日
「
花
上
盈
盈
人
不
婦
、
棄
下
纂
纂
賓
己
垂
。
尋
師
訪
這
魚
千
里
、
蓋
世
功
名
黍
一
炊
」
。

第
二
斗
百
に
つ
い
て
は

黄
氏
本
後
章
日
「
臥
泳
泣
竹
慰
母
飢
、
天
呉
紫
鳳
補
児
衣
。
臆
雪
在
時
聴
噺
馬
、
長
安
城
中
花
片
飛
」
。

と
述
べ
る
。
「
手
寓
」
本
と
任
淵
注
本
の
本
丈
の
聞
に
大
き
な
違
い
、

二
首
の
聞
で
前
二
句
と
後
二
句
と
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
入
れ
替
え
る
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よ
う
な
根
本
的
な
遣
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
ま
た
、
第
一
首
に
つ
い
て
は
、
黄
氏
本
と
は
別
の
「
手
書
」
本
を
参
照
し

て

什
郎
張
氏
有
山
谷
手
書
此
詩
、
輿
今
本
正
岡
、
唯
一
一
一
宇
柑
異
、
「
賓
己
垂
」
作
「
賓
己
稀
」
。
又
有
肱
云
「
宋
時
有
鬼
女
至
人
家
、
歌

『
花
上
盈
盈
』
曲
、
整
悲
怨
、
不
可
聴
。
唾
缶
『
閑
居
賦
』
中
歌
日
『
棄
下
纂
纂
」
云
云
」
o

所
援
引
小
有
抵
梧
、
蓋
随
所
記
憶
、
略
奉

大
概
耳
。

と
述
べ
、
「
什
郊
張
氏
」
の
古
概
す
る
手
稿
本
が
「
今
本
」
す
な
わ
ち
任
淵
の
用
い
た
集
本
の
テ
ク
ス
ト
と
一
一
一
の
丈
字
の
遣
い
を
除
い
て
ほ
ぼ

同
じ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
集
本
に
は
な
い
蹴
丈
を
附
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
、
第
一
首
の
第
三
句
「
臓
雪

在
時
聴
馬
噺
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
張
氏
本
を
引
い
て
「
張
氏
本
作
『
聴
噺
馬
」
」
と
注
記
し
て
い
る
。
な
お
、
「
什
加
張
氏
」
に
つ
い
て
は
未

詳
。
あ
る
い
は
任
淵
注
本
の
基
盤
の
一
つ
と
な
っ
た
集
本
「
張
方
回
家
本
」
の
編
者
張
淵
(
字
方
回
、
黄
庭
堅
の
妹
婿
の
孫
)
も
し
く
は
そ
の
一

族
を
指
す
か
。



第
三
の
例
と
し
て
「
次
韻
楊
明
叔
四
首
」
(
巻
一
二
)
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
詩
の
場
合
、
題
下
注
に
は
親
筆
原
稿
に
閲
す
る
注
記
は

な
い
が
、
第
四
首
第
二
句
「
三
扉
不
満
隅
」
に
つ
い
て

「
貝
女
子
春
秋
」
日
「
五
子
不
満
隅
、

一
子
涌
朝
」
。
案
黄
氏
本
有
山
谷
自
注
、
亦
引
此
語
、
但
以
「
五
」
矯
「
二
ご
爾
。

と
述
べ
る
注
が
附
さ
れ
る
。
先
の
詩
と
同
じ
く
黄
氏
所
蔵
の
手
稿
本
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
「
次
韻
丈
少
激
推
官
析
雨
有
感
」
(
巻
二
二
)
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
詩
の
場
合
、
日
銀
の
注
、
題
下
の
注
、
本
丈
内
の
注
の

三
箇
所
で
黄
庭
堅
の
親
筆
原
稿
に
餌
刷
れ
て
い
る
。
目
録
注
に
は

此
詩
員
本
云
「
伏
承
少
激
恵
示
夏
日
新
雨
有
感
之
詩
」
0

末
句
云
「
愛
民
天
子
似
仁
宗
」
、
時
徽
考
初
即
位
。

題
下
注
に
は

少
激
名
抗
、
臨
耶
人
、
時
在
戎
州
。
諸
本
或
作
「
少
微
」
、
誤
。
予
嘗
見
其
家
戴
此
詩
員
本
、
有
序
云
「
縞
聞
太
守
粛
潔
奉
詞
、
首
獲
嘉
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磨」。

と
述
べ
て
、
こ
の
詩
の
原
唱
の
作
者
で
あ
る
丈
抗
(
字
少
激
)
が
戒
す
る
責
庭
堅
の
「
員
本
」
を
参
照
し
つ
つ
、
詩
の
題
や
本
丈
の
異
文
を
翠

げ
、
ま
た
序
文
を
補
う
な
ど
し
て
い
る
(
本
文
内
の
注
に
つ
い
て
は
次
節
に
取
り
あ
げ
る
)

0

右
に
畢
げ
た
四
例
の
他
に
、
「
次
韻
楊
明
叔
見
鰻
十
首
」
(
巻
一
四
)
其
五
の
「
沙
頭
駐
鳴
腸
」
句
下
注
に
「
明
叔
家
屋
(
本
作
『
沙
頭
』
、
其
家

云
『
山
谷
元
約
明
叔
同
住
刑
南
之
沙
頭
、
故
云
爾
』
。
今
本
作
『
江
頭
』
、
非
是
」
と
、
「
題
子
謄
書
一
竹
石
」
(
巻
一
五
)
の
題
下
注
に
「
超
子
提

家
本
云
『
題
全
天
粋
東
坂
竹
』
」
と
述
べ
る
の
は
、
黄
庭
堅
の
異
蹟
を
参
照
し
て
詩
の
題
や
本
丈
に
見
ら
れ
る
文
字
の
異
同
を
記
し
た
例
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
奉
和
文
漕
贈
無
答
、
篇
末
多
以
見
及
、
以
『
既
見
君
子
、
云
胡
不
宣
己
矯
韻
」
(
巻
四
)
の
題
下
注
に
「
山
谷
嘗
寓
『
答

耶
居
賓
詩
』
及
此
詩
興
徐
師
川
、
日
:
:
:
」
と
、
「
戯
詠
蝋
梅
二
首
」
(
巻
五
)
の
題
下
注
に
「
山
谷
書
此
詩
後
云
:
:
:
」
と
、
あ
る
い
は
「
次

韻
楊
明
叔
四
首
」
(
虫
色
一
一
一
)
其
一
の
後
注
に
「
今
彰
山
黄
氏
有
此
員
蹟
」
と
、
「
戯
一
一
部
高
節
亭
遺
山
馨
花
二
首
」
(
巻
一
九
)
の
序
下
注
に
「
此
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詩
及
序
、
皆
以
山
谷
手
跡
校
過
」
と
述
べ
る
の
は
、
丈
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
が
員
蹟
を
参
照
し
た
こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
。
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そ
し
て
更
に
、
「
寄
責
幾
復
」
(
雪
一
)
の
「
我
居
北
海
君
南
海
、
寄
雁
惇
書
謝
不
能
」
句
下
注
、
「
戯
詠
狸
狸
毛
筆
」
(
巻
一
一
一
)
の
題
下
注
、
「
買

天
錫
恵
賓
薫
乞
詩
、
予
以
「
兵
衛
森
書
一
戟
、
燕
寝
凝
清
香
』
十
字
作
詩
報
之
」
(
各
五
)
其
三
の
後
注
、
「
次
韻
幾
復
和
答
所
寄
」
(
巻
八
)
の
目

録
注
、
「
出
櫨
部
試
院
、
王
才
元
恵
梅
花
三
種
皆
妙
絶
、
戯
答
三
首
」
(
巻
九
)
其
一
の
後
注
、
「
戯
答
食
清
老
道
人
寒
夜
三
昔
旦
(
春
一

O
)
の
題

下
注
、
「
次
蘇
子
謄
和
李
太
白
濡
陽
紫
極
宮
感
秋
詩
韻
、
追
懐
太
白
子
時
」
(
巻
一
七
)
の
後
注
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
黄
庭
堅
の
践
が
引
か
れ
て
い

(
犯
)

る
。
こ
れ
ら
肱
丈
の
テ
ク
ス
ト
は
い
ず
れ
も
員
蹟
の
類
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(
必
)

以
上
に
見
て
き
た
の
は
員
蹟
の
類
を
参
照
す
る
形
で
附
さ
れ
た
注
稗
で
あ
る
が
、
石
刻
を
参
照
す
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。
代
表
的
な
例
を
二

つ
ほ
ど
奉
げ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
「
題
也
足
軒
、
井
序
」
(
巻
二
二
)
の
序
下
注
に
は

此
詩
以
石
本
校
過
、
改
正
「
種
」
、
「
愛
」
、
「
若
」
、
「
曇
」
四
字
。

と
あ
っ
て
、
洪
炎
編
「
内
集
』
巻
六
に
牧
め
る
右
の
詩
の
テ
ク
ス
ト
に
見
ら
れ
る
四
つ
の
丈
字
の
誤
り
を
「
石
本
」
に
擦
っ
て
正
し
た
こ
と
が

述
べ
ら
れ
る
。
本
文
内
の
注
に
も
、
「
道
人
手
種
雨
三
竹
」
句
注
に
「
『
手
種
」
誤
作
『
手
描
』
」
と
、

「
世
人
愛
慮
属
同
流
」
句
注
に
「
『
愛
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慮
』
誤
作
『
同
庭
」
」
と
、
「
客
来
若
問
有
何
好
、
道
人
優
曇
遠
山
線
」
句
注
に
「
『
若
問
」
誤
作
『
問
我
」
、
『
優
曇
』
誤
作
『
優
波
』
」
と
あ
っ

(
叫
)

て
、
『
内
集
』
の
テ
ク
ス
ト
の
誤
り
が
具
盟
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
戯
題
亙
山
牒
、
用
社
子
美
韻
」
(
巻
一
四
)
の
「
巴
俗
深
留
客
、
呉
儀
但
憶
蹄
」
句
注
に
は

按
亙
山
石
刻
、
「
巴
俗
深
留
客
」
作
「
殊
親
我
」
、
「
呉
儀
但
憶
蹄
」
、
「
但
」
作
「
暫
」
字
。

と
あ
っ
て
、
亙
山
で
刻
さ
れ
た
こ
の
詩
の
「
石
刻
」
に
見
ら
れ
る
文
字
の
異
同
が
記
さ
れ
て
い
る
。

任
淵
は
『
山
谷
内
集
詩
注
』
の
自
序
に
自
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
黄
庭
堅
と
交
流
が
あ
っ
た
。
そ
の
注
稗
は
黄
庭
堅
の
死
後
ほ
ど
な
く
完
成

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
関
わ
っ
て
か
、
任
淵
は
参
照
す
る
に
足
る
黄
庭
堅
の
員
蹟
や
石
刻
の
類
を
数
多
く
把
握
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

現
存
す
る
丈
献
で
見
る
限
り
、
任
淵
『
山
谷
内
集
詩
注
」
は
、
宋
代
に
お
け
る
詩
文
集
注
緯
の
中
で
最
も
早
く
作
者
の
巽
蹟
・
石
刻
を
本
格
的

に
活
用
す
る
形
で
な
さ
れ
た
注
轄
で
あ
り
、
こ
の
賄
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
著
作
と
な
っ
て
い
る
。



以
上
に
見
た
よ
う
な
任
淵
の
注
耀
態
度
は
、
任
淵
と
同
時
代
あ
る
い
は
任
淵
以
後
の
黄
庭
堅
詩
集
の
整
理
・
注
轄
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
賓
際
、
右
に
奉
げ
た
任
淵
注
本
の
黄
庭
堅
の
員
蹟
・
石
刻
に
閲
す
る
記
載
は
他
の
著
作
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
ゆ
く
。
任
淵

注
本
を
吸
牧
す
る
形
で
な
さ
れ
た
黄
庭
堅
集
の
整
理
・
注
懇
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
黄
芦
田
編
「
山
谷
年
譜
(
山
谷
先
生
年
譜
)
』
を
奉
げ
で
も

い
い
だ
ろ
う
。
黄
庭
堅
の
諸
孫
で
あ
る
黄
替
は
、
先
述
の
洪
炎
編
『
内
集
』
お
よ
び
後
述
の
李
形
編
『
外
集
』
に
漏
れ
た
作
を
い
わ
ゆ
る

別

集
』
と
し
て
纏
め
る
と
と
も
に
、
黄
庭
堅
の
年
譜
『
山
谷
年
譜
』
三
十
巻
(
『
文
淵
閤
四
庫
全
書
』
本
『
山
谷
集
(
山
谷
全
書
)
」
牧
)
を
編
纂
す
る
。

慶
元
五
年
(
一

一
九
九
)
成
書
。
こ
の
年
譜
は
、
右
に
奉
げ
た
黄
庭
堅
詩
の
異
蹟
・
石
刻
に
閲
す
る
任
淵
の
注
記
の
多
く
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

単
に
任
淵
の
注
記
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
任
淵
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
員
蹟
・
石
刻
に
閲
す
る
数
多
く
の
注
を
記
す
な
ど
、
員
蹟
・
石
刻

の
活
用
と
い
う
貼
で
は
任
淵
注
本
の
取
り
く
み
を
更
に
推
し
進
め
る
著
作
と
な
っ
て
い
る
。
黄
管
編
の

な
櫨
承
関
係
を
持
つ
だ
け
で
は
な
い
。
後
に
編
ま
れ
る
史
容
『
山
谷
外
集
詩
注
」
や
史
季
温
『
山
谷
別
集
詩
注
」
と
い
っ
た
詩
集
注
本
の
編
纂

「
山
火
口
年
譜
』
は
、
任
淵
注
本
と
密
接

の
基
盤
の
一
っ
と
も
な
っ
て
お
り
、
南
宋
前
期
に
お
け
る
黄
庭
堅
詩
注
の
形
成
過
程
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
著
作
で
あ
る
。

車
な
る
年
譜
の
枠
を
超
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
任
淵
注
本
と
『
山
谷
年
譜
』
と
の
闘
連
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
史
容
注
本
お
よ

(
M
M
)
 

び
史
季
温
注
本
と
の
関
連
と
合
わ
せ
て
、
別
稿
「
黄
庭
堅
詩
注
の
形
成
と
黄
芦
田
「
山
谷
年
譜
」
|
|
異
蹟
・
石
刻
の
活
用
を
中
心
に
|
|
」
に
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述
べ
た
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

次
に
、
宋
代
に
編
ま
れ
た
黄
庭
堅
詩
集
の
注
本
と
し
て
、

い
ま
右
に
翠
げ
た
南
宋
の
史
容
に
よ
る

『
山
谷
外
集
詩
注
』
十
七
巻
を
取
り
あ
げ

て
見
て
お
こ
う
。
洪
炎
編
の

『
内
集
」
は
黄
庭
堅
の
詩
文
す
べ
て
を
集
成
し
た
も
の
で
は
な
い
。
「
内
集
」
未
牧
の
作
に
つ
い
て
は
、
李
形
に

よ
っ
て
い
わ
ゆ
る

『
外
集
』
十
四
山
台
(
『
文
淵
閤
四
庫
全
書
』
本
『
山
谷
集
』
収
)
に
纏
め
ら
れ
る
。
『
外
集
』

の
巻
一

l
七
に
は
詩
(
特
に
初
期
の

作
)
を
牧
め
る
。
史
容
「
山
谷
外
集
詩
注
』
は
、
こ
の

『
外
集
』
巻
一

l
七
に
牧
め
る
詩
に
注
緯
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
(
『
外
集
」
の
巻
一

ー
一
四
に
も
詩
を
収
め
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
史
評
注
本
で
は
除
か
れ
て
い
る
)
。
嘉
定
元
年
三
二
O
八
)
の
銭
丈
子
の
序
が
あ
る
の
で
、
そ
の
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頃
ま
で
に
初
稿
は
成
立
し
て
い
た
。
嘗
初
、
史
容
注
本
は
李
膨
編
「
外
集
』
と
同
じ
編
纂
方
法
、
す
な
わ
ち
古
瞳
・
律
瞳
に
分
け
る
分
瞳
形
式
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に
採
っ
て
編
ま
れ
て
い
た
が
、
後
に
任
淵
注
本
と
同
じ
く
編
年
形
式
に
改
編
さ
れ
る
。
分
程
本
は
全
十
四
巻
で
あ
る
が
、
編
年
本
は
全
十
七
巻

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
の
は
改
編
後
の
十
七
巻
本
で
あ
る
。

こ
の
史
容
『
山
谷
外
集
詩
注
』
に
も
異
蹟
・
石
刻
を
参
照
す
る
形
で
丈
字
の
異
同
を
記
す
注
が
見
え
、
そ
の
数
は
任
淵
注
本
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
。
以
下
、
題
下
注
か
ら
代
表
的
な
例
を
二
つ
ほ
ど
奉
げ
て
み
よ
う
(
本
稿
で
は
員
蹟
を
参
照
す
る
二
例
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
が
、
こ
の
他

に
石
刻
を
参
照
す
る
例
も
合
め
て
数
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
前
掲
の
別
稿
拙
論
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
)
。
引
用
は
任
淵
注
本
に
同
じ
く

光
緒
刊
本
『
山
谷
詩
集
注
』
に
擦
り
、
題
下
に
そ
の
巻
数
を
附
す
。

「
思
親
、
汝
州
作
」
(
巻
一
)

按
黄
氏
『
年
譜
』
載
、
玉
山
正
氏
有
山
谷
此
詩
員
蹟
、
題
云
「
戊
申
九
月
到
汝
州
、
時
鎮
相
富
鄭
公
」
。
今
詩
言
「
歳
晩
」
、
必
是
拘

留
至
此
時
也
。
而
首
句
輿
集
中
不
同
、
云
「
風
力
霜
威
侵
短
衣
」
0

案
山
谷
員
蹟
云
「
謹
次
韻
上
答
知
牒
奉
議
恵
賜
長
歌
、
邑
子
黄
庭
堅
再
拝
上
」
。
其
開
不
同
者
、
「
何
如
高
陽
鄭
生
醇
落
暁
」
作
「
都
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「
次
韻
郭
明
叔
長
歌
」
(
巻
一
四
)

不
如
」
、
「
矧
食
而
蝿
睦
」
、
「
蝿
陸
」
作
「
蛸
睦
」
、
「
白
可
老
斬
輪
」
作
「
白
奇
老
断
輪
」
、
「
公
直
起
」
作
「
公
且
起
」
、
「
黄
花
零

落
」
作
「
零
乱
」
o

此
帖
見
戒
泉
江
劉
馬
家
。

黄
庭
堅
の
「
置
(
蹟
」
に
撮
っ
て
題
お
よ
び
本
丈
の
異
丈
を
示
し
て
い
る
。
特
に
「
次
韻
郭
明
叔
長
歌
」
詩
の
題
は
、
邑
(
蹟
で
は
「
謹
み
て
知

た
て
ま
つ

牒
奉
議
の
長
歌
を
恵
賜
せ
ら
る
る
に
次
韻
し
て
上
答
す
、
邑
子
黄
庭
堅
再
拝
し
て
上
る
」
と
い
う
隼
敬
・
謙
譲
表
現
を
駆
使
し
た
題
と
な
っ

て
い
る
(
同
様
の
こ
と
は
前
掲
「
次
韻
文
少
激
推
官
祈
雨
而
有
感
」
詩
の
任
淵
注
に
引
く
賢
、
蹟
に
も
認
め
ら
れ
る
)
。
詩
集
と
し
て
整
理
さ
れ
る
前
の
段
階

の
テ
ク
ス
ト
の
姿
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
次
の
黙
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
黄
庭
堅
の

員
蹟
に
閲
す
る
右
の
記
述
は
、
賓
は
史
容
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
黄
民
田
「
山
谷
年
譜
」

の
記
載
(
前
者
は
同
書
巻
二
、
後
者
は
同
書

巻
一
七
)
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
前
者
の
場
合
、
回
目
頭
に
「
按
黄
氏
年
譜
載
:
:
:
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。



『
山
火
口
年
譜
』
は
史
容
注
本
の
編
纂
に
と
っ
て
重
要
な
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
う
し
て
員
蹟
・
石
刻
の
活
用
と
い
う
面
か

ら
も
確
認
で
き
る
。

史
容
『
山
谷
外
集
詩
注
」
に
は
異
蹟
・
石
刻
を
積
極
的
に
参
照
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
明
確
に
見
て
取
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
史
容
注
本
が
注

穫
の
封
象
と
し
た
李
形
編
『
外
集
』
と
い
う
詩
文
集
の
性
格
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
黄
替
『
山
谷
年
譜
』
巻
一
は
、
李
形
編
の

『
外
集
』
に
つ
い
て
、
洪
炎
編
『
内
集
』
と
比
較
し
な
が
ら
「
今
所
停
『
珠
章
文
集
」
即
洪
氏
所
次
、
而
先
生
平
生
得
意
之
詩
及
嘗
手
寓
者
、

多
在
「
外
集
』
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
黄
替
の
言
葉
は
史
容
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
一
の
「
漠
上
吟
」
題
下
注
に
も
引
か
れ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
『
外
集
』
に
牧
め
る
作
品
に
は
「
手
寓
」
の
テ
ク
ス
ト
、
す
な
わ
ち
黄
庭
堅
の
親
筆
原
稿
を
確
認
で
き
る
作
品
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

『
山
火
口
外
集
詩
注
」
に
異
蹟
・
石
刻
を
参
照
す
る
注
記
が
多
く
見
え
る
の
は
、
こ
の
注
本
が

「
外
集
」
所
牧
の
詩
を
封
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
の
な
か
ば
必
然
的
な
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
史
容
注
本
に
は
、
黄
舛
田
『
山
谷
年
譜
」
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
、
史
容
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が
濁
自
に
護
掘
し
た
異
蹟
・
石
刻
の
テ
ク
ス
ト
も
数
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。
作
者
の
親
筆
原
稿
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
テ
ク
ス
ト
を
参
照

す
る
形
で
の
異
丈
の
注
記
に
力
を
注
い
だ
賄
で
、
『
山
谷
外
集
詩
注
』
が
宋
代
に
お
け
る
詩
文
集
の
注
緯
の
中
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る

」
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

(
持
)

以
上
、
黄
庭
堅
の
詩
集
注
本
、
任
淵
『
山
谷
内
集
詩
注
』
と
史
容
『
山
谷
外
集
詩
注
』
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
い
ず
れ
も
作
者
自
身
の
手
に

な
る
員
蹟
や
そ
の
石
刻
を
可
能
な
限
り
参
照
・
活
用
す
べ
く
努
め
て
お
り
、
そ
の
貼
で
は

『
施
注
蘇
詩
』
と
基
本
的
に
は
共
通
す
る
。
だ
が
、

『
施
注
蘇
詩
』
と
の
聞
に
若
干
の
遠
い
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
一
言
で
述
べ
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
前
節

に
奉
げ
た

『
施
注
蘇
詩
』

の
施
宿
の
注
は
、
異
蹟
・
石
刻
を
蘇
執
自
身
が
定
め
た
定
本
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
テ
ク
ス
ト
と
し
て
寧
重
す
る
傾

向
に
あ
っ
た
。
異
蹟
・
石
刻
に
作
者
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
稿
と
し
て
の
権
威
を
認
め
て
い
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
封
し
て
、

任
淵
、
史
容
ら
に
よ
る
黄
庭
堅
詩
の
注
稗
に
お
い
て
は
、
員
蹟
・
石
刻
は
必
ず
し
も
定
本
と
は
見
な
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
。
本
稿
に
畢
げ
た
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例
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
山
谷
内
集
詩
注
』

の
「
次
韻
王
稚
川
客
舎
二
首
」
(
巻
二
の
注
は
、
第
一
首
の
第
一
句
「
五
更
踊
夢
常
苦
短
」
に
つ
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い
て
は
黄
氏
所
裁
の
手
稿
に
従
い
つ
つ
も
、
第
三
・
四
句
「
慈
母
毎
占
烏
鵠
喜
、
家
人
磨
賦
畏
厚
歌
」
に
つ
い
て
は
手
稿
に
は
従
っ
て
い
な
い
。

あ
く
ま
で
も
一
つ
の
異
丈
と
し
て
庭
理
し
て
い
る
。
同
じ
く
「
王
稚
川
師
得
官
都
下
、
有
所
扮
未
輔
、
予
戯
作
林
夫
人
数
乃
歌
二
章
奥
之
」

(
巻
二
の
注
に
奉
げ
る
黄
氏
所
臓
の
手
稿
、
「
戯
題
亙
山
牒
、
用
社
子
美
韻
」
(
巻
一
四
)
の
注
に
畢
げ
る
石
刻
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
異
丈
と

し
て
畢
げ
る
に
と
ど
め
、
本
文
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
採
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
山
谷
外
集
詩
注
」
の
例
と
し
て
奉
げ
た
二
例
に
つ
い
て

も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
任
淵
や
史
容
に
と
っ
て
、
己
県
蹟
や
石
刻
は
必
ず
し
も
全
面
的
に
尊
重
す
べ
き
権
威
あ
る
テ
ク
ス
ト
と
は
見
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
節
に
述
べ
る
「
改
定
」
の
問
題
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
叫
)

な
お
、
こ
こ
で
現
存
す
る
他
の
宋
人
注
宋
人
集
、
特
に
王
安
石
、
陳
師
道
の
詩
の
注
樟
に
つ
い
て
筒
車
に
輯
れ
て
お
き
た
い
。
先
ず
、
王
安

石
の
詩
集
注
本
に
つ
い
て
遮
べ
よ
う
。
王
安
石
(
一

O
一一一

l
八
六
)
の
詩
の
注
本
に
は
南
宋
の
李
壁
に
よ
る

『
王
刑
丈
公
詩
注
」
五
十
巻
が
あ

る
。
嘉
定
二
年
三
二
O
九
)
成
書
。
こ
の
李
壁
の
注
轄
に
お
い
て
も
、
次
に
奉
げ
る
よ
う
に
員
蹟
・
石
刻
を
参
照
し
て
丈
字
の
異
同
を
記
す

例
を
幾
っ
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
李
壁
の
注
に
は
庚
寅
(
紹
定
三
年
〔
一
二
三
O
〕
)
に
増
補
さ
れ
た
注
程
、

注
」
も
含
め
る
。
引
用
は
『
王
刑
丈
公
詩
李
壁
注
』
(
朝
鮮
活
字
(
吾
に
擦
り
、
題
下
に
そ
の
巻
町
教
を
附
す
。

い
わ
ゆ
る
「
庚
寅
増
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「
純
甫
出
信
恵
崇
書
一
要
予
作
詩
」
(
巻
一
)
「
流
鷲
探
枝
椀
欲
語
」
句
注
(
庚
寅
増
注
)

「
流
鷲
」
、
石
本
作
「
鷲
流
」
、
尤
妙
。

「
濁
開
」
(
巻
四
)
「
限
農
心
知
水
未
足
」
句
注

「
阪
農
」
、
諸
本
皆
作
「
疲
農
」
、
余
於
臨
川
見
公
員
遮
、
乃
知
是
「
阪
」
字
。

「
迭
陳
和
叔
」
(
巻
二
七
)
「
室
長
田
内
敬
甑
常
至
夜
」
句
注

此
詩
有
石
本
在
臨
川
鏡
蒙
家
、
員
連
「
犠
」
作
「
梓
」
o

「
陳
君
式
大
夫
恭
軒
」
(
巻
一
一
一
一
一
)
「
肯
構
曾
須
門
閥
大
」
句
注

員
遮
「
閥
」
字
作
「
更
」
字
。



「
王
章
」
(
各
四
四
)
「
志
士
軒
昂
非
自
謀
」
句
注

「
軒
昂
」
、
員
跡
作
「
激
目
印
」
o

「
春
雨
」
(
各
四
四
)
「
城
雲
如
雪
柳
倣
撒
」
句
注

員
遮
「
雪
」
作
「
夢
」
0

こ
の
他
に
、
丈
字
の
異
同
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
が
、
「
秋
熱
」
(
各
五
)
の
題
下
注
に
「
余
在
臨
川
得
此
詩
石
本
」
と
、
「
迭
陳
誇
」
(
巻

二
一
一
)
の
後
注
に
「
此
詩
余
在
撫
州
見
石
本
、
嘉
一
桁
元
年
作
」
と
、
「
試
若
泉
」
(
巻
一
月
八
)
の
題
下
注
に
「
此
泉
在
撫
州
之
金
渓
翠
雲
院
、
石

本
向
存
」
と
、
「
陳
君
式
大
夫
恭
軒
」
(
巻
一
一
一
一
一
)
の
本
丈
内
の
注
に
「
公
此
詩
撫
州
有
石
本
」
と
あ
っ
て
、
石
刻
を
参
照
し
た
こ
と
を
示
す
例

な
ど
が
見
ら
れ
る
。

陳
師
這
(
一

O
五
三
!

一
O
二
)
の
場
合
、
黄
庭
堅
と
同
じ
く
任
淵
に
よ
る
詩
集
注
本
と
し
て

『
後
山
詩
注
」
十
二
巻
が
あ
る
。
『
山
谷
内
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集
詩
注
』
と
並
行
し
て
編
ま
れ
た
注
本
で
あ
り
、
同
時
期
の
成
主
目
と
考
え
ら
れ
る
。
黄
庭
堅
詩
注
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
こ
の
陳
師
遁
詩
注

に
お
い
て
任
淵
は
員
蹟
・
石
刻
を
直
接
に
参
照
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
「
絶
句
」
(
『
四
部
叢
刊
』
本
『
後
山
詩
注
』
虫
色
一

の

「
春
風
欲
動
意
猶
微
」
句
下
注
に

貌
桁
云
「
丙
稿
塗
二
字
」
o

末
注
王
子
飛
云
「
超
誠
伯
本
作
『
欲
動
』
」
0

一
云
「
春
風
著
意
力
猶
微
」
0

「
迭
謝
朝
請
赴
蘇
幕
」
(
岡
山
在
一
二
)
の
「
山
合
遮
西
顧
」
句
下
注
に

一
作
「
沙
軟
留
徐
歩
」
。
貌
本
云
「
丙
稿
塗
上
回
字
」
、
不
注
。

と
あ
っ
て
、
陳
師
遣
の
手
稿
本
を
参
照
し
て
の
記
載
が
見
え
る
。
陳
師
道
の
死
後
、
そ
の
原
稿
は
門
人
の
貌
桁
に
委
ね
ら
れ
る
。
そ
れ
が
甲
乙

丙
の
三
部
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
、
貌
桁
「
彰
城
陳
先
生
集
記
」
(
政
和
五
年
〔
一

一
五
〕
記
、
『
後
山
詩
注
』
巻
首
附
)
に
述
べ
ら
れ
る
。
貌
桁

は
、
こ
の
甲
乙
丙
稿
を
基
に
詩
六
巻
、
丈
十
四
巻
か
ら
な
る
二
十
巻
の
丈
集
を
編
ん
だ
。
任
淵
注
本
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
編
ま
れ
て
い
る
。
右
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に
奉
げ
た
任
淵
注
は
、
貌
桁
の
注
記
を
引
用
す
る
形
で
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
任
淵
自
ら
が
陳
師
道
の
手
稿
本
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
一
不
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す
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
貌
桁
に
よ
る
陳
師
遁
の
手
稿
本
の
整
理
朕
況
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
。

四

校
勘
か
ら
生
成
論
へ

宋
代
に
は
、
第
一
節
に
見
た
よ
う
に
、
蕎
来
の
校
勘
と
は
若
干
異
な
る
新
た
な
校
勘
の
説
貼
と
も
言
、
つ
べ
き
も
の
が
成
立
し
て
い
た
。
こ
こ

に
言
う
新
た
な
頑
貼
と
は
、
繰
り
返
せ
ば
「
定
本
」
(
作
者
白
身
が
「
定
本
」
と
定
め
た
本
)
以
前
の
段
階
に
あ
る
テ
ク
ス
ト
、
す
な
わ
ち
作
者
自

身
の
「
草
稿
」

H

「
員
蹟
」
を
も
覗
野
に
入
れ
つ
つ
文
字
の
異
同
を
比
較
・
検
討
す
る
よ
う
な
覗
貼
で
あ
る
。
奮
来
の
校
勘
が
専
ら
「
定
本
以

後
」
を
封
象
と
す
る
の
に
封
し
て
、
新
た
な
校
勘
は
「
{
疋
本
以
前
」
を
も
封
象
と
す
る
と
考
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

こ
の
新
た
な
校
勘
の
覗
貼
は
、
ど
の
よ
う
な
貼
が
新
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
ま
で
検
討
の
封
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
テ
ク
ス
ト

を
検
討
の
封
象
と
し
て
い
る
黙
が
新
し
い
の
で
あ
る
が
、
車
に
そ
れ
だ
け
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
前
稿
に
結
び
つ

け
て
考
え
る
な
ら
ば
、

そ
の
最
も
重
要
な
新
し
さ
は
次
の
よ
う
な
鈷
に
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
作
者
自
身
に
よ
る
自
作
の
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「
改
定
」
、
換
言
す
れ
ば
定
本
(
最
終
稿
・
完
成
稿
)
制
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
検
討
す
べ
き
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
貼
に
。
こ
こ
に
お
い
て

校
勘
撃
的
嗣
賄
の
焦
賄
は
「
異
同
」
か
ら
「
改
定
」

へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
、
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
こ
う
し
た
改
定

に
封
す
る
関
心
は
、
彼
ら
が
賓
作
者
と
し
て
、
自
ら
の
創
作
の
参
考
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
設
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
南
宋

の
費
玄
『
梁
諮
漫
志
』
巻
六
が
蘇
載
の
丈
章
の
石
刻
に
認
め
ら
れ
る
「
改
寵
」
に
つ
い
て
「
局
中
石
刻
東
竣
丈
字
稿
、
其
改
寵
慮
甚
多
、
玩
味

之
、
可
費
用
子
者
丈
思
」
と
述
べ
、
周
必
大
「
題
迂
達
季
路
所
職
墨
蹟
三
軸
」
(
『
盆
公
題
政
』
巻
一
一
、
『
文
忠
集
』
巻
一
八
)
が
同
じ
く
蘇
載
の
文

章
の
員
蹟
に
認
め
ら
れ
る
「
改
定
」
に
つ
い
て
「
撃
者
因
前
輩
著
述
、
而
観
其
所
改
定
、
思
過
宇
実
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
。

で
は
、
宋
代
の
詩
の
注
稗
の
場
合
は
ど
う
だ
つ
た
の
か
。
こ
れ
ま
で
に
奉
げ
た
各
種
の
詩
集
注
本
の
う
ち
、
王
安
石
の
詩
に
闘
す
る
李
壁
の

注
稗
に
お
い
て
は
、
員
蹟
や
石
刻
の
類
を
参
照
す
る
例
は
見
ら
れ
た
が
、
し
か
し
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
封
す
る
闘
心
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
。
わ
ず
か
に
「
泊
船
瓜
洲
」
(
『
王
剤
文
公
詩
李
壁
注
」
巻
四
三
)
の
注
に
お
い
て
洪
逼
『
容
粛
随
筆
』
績
筆
巻
八
の
改
定
を
め
ぐ
る
記
事
を
引



(
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)

用
す
る
程
度
に
と
ど
ま
る
。
と
こ
ろ
が
、
蘇
戟
・
黄
庭
堅
詩
の
注
棒
、
と
り
わ
け
黄
庭
堅
詩
の
注
調
停
に
お
い
て
は
、
そ
の
種
の
閲
心
が
よ
り
明

確
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
蘇
戟
・
黄
庭
堅
詩
の
注
稗
か
ら
、
「
草
稿
」

H

「
員
蹟
」
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
の
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
に

着
目
す
る
記
載
を
幾
っ
か
抜
き
出
し
検
討
し
て
み
よ
う
。

先
ず
、
『
施
注
蘇
詩
」
の
題
下
注
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

「
次
韻
周
開
組
長
官
見
寄
」
(
巻
一
七
、
『
合
注
」
巻
一
九
)

墨
蹟
戴
呉
興
向
氏
。
前
題
云
「
次
韻
奉
和
楽
清
開
組
長
官
見
寄
」
、
後
題
云
「
元
豊
二
年
六
月
十
三
日
、
呉
興
郡
斎
作
」
。
「
旋
見
児

童
迎
細
侯
」
、
墨
蹟
作
「
己
見
」
、
昔
日
疋
績
改
此
二
子
。

「
迭
楊
孟
容
」
(
巻
二
五
、
『
ム
口
往
』
巻
二
八
)

墨
跡
刻
石
成
都
府
治
、
題
云
「
迭
楊
躍
先
知
一
度
安
軍
」
o

墨
蹟
「
子
踊
治
小
園
」
作
「
君
臨
泊
小
園
」
、
「
後
生
多
高
才
」
作
「
後
生

多
才
賢
」
、
「
故
人
徐
老
鹿
」
作
「
至
今
徐
老
鹿
」
、
「
段
勤
輿
問
訊
」
作
「
君
臨
輿
問
訊
」
、
其
不
同
如
此
。
然
墨
跡
字
有
重
複
、
集

本
或
後
来
改
定
、
故
存
之
不
復
易
云
。
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い
ず
れ
も
「
墨
蹟
」
と
「
集
本
」
と
の
聞
に
見
ら
れ
る
丈
字
の
異
同
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
後
者
が
前
者
を
「
改
定
」
し
て
成
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
真
蹟
で
は
な
く
集
本
の
方
が
よ
り
「
正
し
い
」
テ
ク
ス
ト
と
見
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
賓
際
、
『
施
注
蘇
詩
』

の
本
丈
は
集
本
の
テ
ク
ス
ト
を
採
用
し
て
い
る
。
先
に
第
二
節
に
奉
げ
た
例
に
お
い
て
は
、
施
宿
は

集
本
で
は
な
く
異
蹟
の
テ
ク
ス
ト
に
従
う
傾
向
を
示
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
逆
締
押
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
姿
勢
の
遣
い
が
も

た
ら
さ
れ
た
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で
施
宿
が
作
者
自
身
に
よ
る
改
定
と
い
う
現
象
を
捉
え
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
第

一
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
草
稿
」

l

「
員
蹟
」
は
常
に
作
者
の
手
に
よ
っ
て
書
き
改
め
ら
れ
る
危
険
性
を
融
め
た
不
安
定
な
存
在
で
も
あ
る
。

こ
こ
で
施
宿
が
捉
え
て
い
る
の
は
、
「
草
稿
」
段
階
に
あ
る
作
品
が
字
み
持
っ
か
か
る
不
安
定
性
で
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
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「
施
注
蘇
詩
』

の
場
合
、
右
に
華
、
げ
た
注
の
よ
う
に
「
改
定
」
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
語
を
用
い
て
改
定
に
言
及
す
る
記
述
は
少
な
く
、
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(
日
)

蘇
戟
詩
の
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
封
す
る
関
心
は
さ
ほ
ど
高
い
と
は
言
え
な
い
。
第
二
節
に
畢
げ
た
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
施
宿
が
員
蹟
・
石

刻
を
参
照
す
る
際
に
は
、
そ
れ
を
よ
り
定
本
に
近
い
テ
ク
ス
ト
と
し
て
認
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
施
宿
の
主
た
る
閲
心
は
、
よ
り
正

し
い
テ
ク
ス
ト
の
確
定
に
こ
そ
あ
っ
て
、
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
封
し
て
、
任
淵
や
史
容
ら
責
庭
堅

詩
の
注
轄
に
は
、
員
蹟
・
石
刻
を
あ
く
ま
で
も
定
本
に
至
る
途
上
に
あ
る
異
丈
の
一
つ
と
し
て
扱
お
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
た
こ
と
、

第
三
節
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
任
淵
や
史
容
ら
の
注
程
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
姿
勢
が
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
封
す
る
闘
心
と
い
う
形
を
と
っ

で
か
な
り
顕
著
な
形
で
現
れ
て
く
る
。
第
三
節
に
翠
げ
た
例
か
ら
も
そ
の
種
の
闘
心
は
見
て
取
れ
る
が
、
以
下
更
に
別
の
例
を
奉
げ
て
確
認
し

て
み
た
い
。

先
ず
、
任
淵
『
山
谷
内
集
詩
注
』
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
え
る
。

「
題
伯
時
書
一
松
下
淵
明
」
(
巻
九
)
「
幽
向
亦
可
観
」
句
下
注

局
中
奮
本
作
「
幽
況
亦
可
観
」
、
今
本
宮
是
後
来
所
改
。
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「
出
礎
部
試
院
、
王
才
元
恵
梅
花
三
種
皆
妙
絶
、
戯
答
三
首
」
(
巻
九
)
其
三
「
百
葉
網
梅
鯛
援
人
」
句
下
注

一
本
作
「
料
理
」
0

『
王
立
之
詩
話
』
日
「
『
鰯
援
」
字
、
初
作
『
故
悩
」
、
其
後
改
正
局
」
o

「
鰯
援
」
字
、

「
謝
王
舎
人
男
迭
版
元
紅
」
(
巻
九
)
「
欲
作
短
章
恵
阿
素
、
緩
歌
誇
輿
落
花
風
」
句
下
注

日
「
山
谷
奥
余
詩
云
『
欲
作
短
章
恵
阿
素
、
丁
寧
誇
奥
落
花
風
」
。
其
後
改
『
歌
』
字
作
『
章
』
字
、
改
『
丁

寧
』
字
作
『
緩
歌
』
字
」
0

「
次
韻
楊
明
叔
四
首
」
(
巻
ゴ
乙
其
四
「
縞
観
今
日
事
」
句
下
注

黄
氏
本
作
「
今
者
事
」
。
此
云
「
今
日
」
、
首
是
晩
年
所
改
。

『
王
立
之
詩
話
』

「
次
韻
文
少
激
推
官
新
雨
有
感
」
(
巻
二
二
)
「
従
此
湾
出
遍
枯
稿
、
愛
民
天
子
似
仁
宗
」
句
下
注

丈
氏
異
本
上
句
作
「
従
此
湾
沌
三
十
六
」
o

後
改
此
句
。



第
二
、
第
三
の
例
が
『
王
直
方
(
立
之
)
詩
話
』
の
記
述
を
轄
用
す
る
以
外
は
、
任
淵
自
ら
各
種
子
稿
を
賓
見
し
て
の
謹
言
と
考
え
ら
れ
る
。

(
同
)

い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
改
」
の
語
を
用
い
て
黄
庭
堅
が
初
稿
段
階
の
テ
ク
ス
ト
に
改
定
を
加
え
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
史
容
『
山
谷
外
集
詩
注
」
の
題
下
注
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
え
る
。

「
同
韻
和
元
明
兄
知
命
弟
九
日
相
憶
」
(
巻
九
)

山
谷
有
此
詩
草
本
員
蹟
云
「
寓
重
雲
裏
孤
飛
雁
、
只
聴
蹄
整
不
見
身
。
却
把
黄
花
同
恨
望
、
寄
惇
詩
句
更
清
新
」
。
末
句
「
奉
観
蹄

製
白
給
巾
」
傍
註
「
改
」
o

今
本
「
南
北
」
作
「
南
渡
」
、
「
兄
弟
」
作
「
事
寓
」
、
「
老
作
」
作
「
晩
作
」
o

次
篇
「
田
郡
」
作
「
溺

田」
o

「
迭
徐
隠
父
宰
絵
干
」
(
巻
一
一
)

山
谷
員
蹟
稿
本
、
「
地
方
百
里
古
諸
侯
、
噸
笑
陰
晴
民
具
謄
」
0

「
寒
霜
」
改
「
泳
霜
」
、
又
改
「
冷
霜
」
0

「
皆
廉
」
改
「
争
廉
」
o

第

五
句
「
橋
前
桃
李
親
朋
友
」
、
註
云
「
改
此
」
。
次
篇
「
瑞
世
」
改
「
下
瑞
」
、
「
同
生
」
改
「
同
兄
」
0
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「
答
王
道
済
土
寸
丞
親
許
這
寧
山
水
園
」
(
巻
一
五
)

按
『
外
集
』
十
二
巻
又
載
一
篇
云
「
往
逢
醇
許
在
長
安
、
蟹
渓
大
硯
磨
松
煙
O
i
-
-
-
一
時
所
棄
願
愛
惜
、
不
認
方
将
有
人
識
」
o

比

此
篇
多
一
韻
、
其
聞
大
同
小
異
、
恐
此
是
改
定
本
、
因
附
見
。

「
和
曹
子
方
雑
言
」
(
山
苧
六
)

『
前
集
』
有
「
次
韻
答
曹
子
方
雑
言
」
、
此
篇
亦
次
韻
也
、
而
不
言
「
次
韻
」
、
詩
意
略
問
、
不
麿
再
出
、
又
不
稽
「
再
和
」
。
疑
是

先
作
此
篇
、
後
復
官
民
易
、
故
雨
存
耳
。

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
「
員
蹟
」
の
テ
ク
ス
ト
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
「
今
本
」
の
形
と
な
っ
た
か
、
作
者
自

身
に
よ
る
自
作
の
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
、
換
言
す
れ
ば
「
{
疋
本
」
制
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
検
討
す
べ
き
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
「
答
王
道
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済
土
寸
丞
観
許
這
寧
山
水
園
」
、
「
和
曹
子
方
雑
言
」
詩
の
二
例
は
、

い
ず
れ
も
別
本
(
異
本
)
の
存
在
を
指
摘
し
た
注
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
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別
本
が
費
生
し
た
理
由
と
し
て
史
容
が
捉
え
て
い
る
の
は
、
黄
庭
堅
自
身
に
よ
る
「
改
定
」
、
「
寵
易
」
に
他
な
ら
な
い
。
な
お
、
右
に
畢
げ
た

例
に
は
黄
管
「
山
谷
年
譜
』

の
記
載
と
重
な
る
も
の
も
あ
る
が
、
「
和
曹
子
方
雑
一
一
一
己
詩
に
つ
い
て
は

『
山
谷
年
譜
』
は
注
記
そ
の
も
の
を
歓

く
。
「
同
韻
和
元
明
兄
知
命
弟
九
日
相
憶
」
詩
の
場
合
は
引
用
さ
れ
る
員
蹟
の
テ
ク
ス
ト
が
異
な
る
。
ま
た
「
迭
徐
隠
父
宰
飴
干
」
詩
の
場
合

は
引
用
さ
れ
る
員
蹟
の
テ
ク
ス
ト
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
改
定
に
関
す
る
記
載
も
依
く
な
ど
、
異
な
る
賭
も
少
な
く
な
い
。

改
定
に
釘
す
る
同
様
の
闘
心
が
現
れ
た
例
と
し
て
、
最
後
に
も
う
一
つ
注
目
し
て
奉
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
任
淵
『
山
谷
内
集
詩
注
』
に
見

え
る
次
の
言
葉
で
あ
る
。
第
三
節
に
「
王
稚
川
既
得
官
都
下
、
有
所
崎
未
出
師
、
予
戯
作
林
夫
人
数
乃
歌
二
章
輿
之
」
(
巻
一
)
に
附
す
任
淵
の

注
が
黄
庭
堅
の
親
筆
稿
本
を
参
照
す
る
例
を
奉
げ
た
。
こ
の
詩
の
第
二
首
に
附
す
本
丈
内
の
注
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

黄
氏
本
後
章
日
「
臥
泳
泣
竹
慰
母
飢
、
天
呉
紫
鳳
補
児
衣
。
暗
雲
在
時
聴
噺
馬
、
長
安
城
中
花
片
飛
」
。
四
句
蓋
奮
所
作
、
後
方
改
定
。

今
附
見
於
此
、
庶
知
前
輩
有
日
新
之
功
也
。
(
黄
氏
所
裁
の
手
完
本
に
よ
る
と
第
二
首
は
「
臥
泳
設
竹
慰
母
飢
、
天
呉
紫
鳳
補
児
衣
。
臆
雪
在
時
聴

こ
に
附
載
す
る
。
先
人
の
日
々
新
た
に
肖
分
を
高
め
よ
う
と
す
る
努
力
の
軌
跡
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
)
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噺
馬
、
長
安
城
中
花
片
飛
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
四
句
は
嘗
初
の
形
を
の
こ
す
奮
稿
で
あ
っ
て
、
黄
庭
堅
は
後
に
こ
れ
を
改
め
た
の
だ
ろ
う
。
い
ま
こ

何
故
、
黄
庭
堅
に
よ
る
自
作
の
「
改
定
」
に
着
目
す
る
の
か
。
そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
任
淵
は
「
前
輩
に
日
新
の
功
有
る
を
知
る
に
庶
か
ら

ん
」
と
言
っ
て
い
る
。
黄
庭
堅
は
自
作
の
「
草
稿
」
を
書
き
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
日
々
新
た
に
、
よ
り
高
次
の
も
の
へ
と
進
化
さ

せ
て
い
っ
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
|
|
任
淵
の
言
葉
を
敷
桁
し
て
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

先
に
任
淵
ら
に
よ
る
黄
庭
堅
詩
の
注
程
に
お
い
て
「
草
稿
」

H

「
員
蹟
」
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
テ
ク
ス
ト
は
必
ず
し
も
「
定
本
」
と
は
見

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
た
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
「
草
稿
」
と
は
絶
え
ず
改
定
さ
れ
る
可
能
性
あ
る
い
は
危
険
性
を
秘
め
た
不
安
定
な

存
在
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
任
淵
を
は
じ
め
黄
庭
堅
詩
の
注
稗
に
見
え
る
改
定
を
め
ぐ
る
記
載
か
ら
は
、
そ
の
種
の

認
識
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
「
草
稿
」
段
階
に
あ
る
作
品
に
備
わ
る
濁
特
の
性
格
に
日
を
向
け
よ
う
と
す
る
丈
島
ナ
論
的
頑
貼
の
誕
生

を
告
げ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



い
ま
右
に
述
べ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
北
宋
末
南
宋
初
の
朱
弁
「
曲
泊
奮
聞
』
(
『
知
不
足
斎
叢
書
』
牧
)
巻
四
が
述
べ
る
次
の
言
葉
を
讃
ん
で

み
た
い
。古
語
云
「
大
匠
不
示
人
以
瑛
」
、
蓋
恐
人
見
其
斧
撃
痕
遮
也
。
黄
魯
直
子
相
国
寺
得
宋
子
京
唐
史
稿
一
冊
、
時
而
熟
覗
之
、
白
是
文
章
日

た
く
み

進
。
此
無
他
也
、
見
其
寵
易
匂
字
、
奥
初
造
音
山
不
同
、
而
識
其
用
意
所
起
故
也
。
(
古
人
の
語
に
「
偉
大
な
る
匠
は
玉
の
原
石
を
人
に
は
見
せ

プ
ロ
セ
ス

な
い
」
と
い
う
。
他
人
に
研
磨
作
業
の
痕
跡
を
見
ら
れ
る
の
を
恐
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
黄
庭
堅
〔
字
魯
直
〕
は
か
つ
て
相
園
寺
で
宋
祁
〔
字
子
京
〕
の

『
唐
童
日
』
の
稿
本
一
加
を
手
に
入
れ
る
と
、
家
に
p

時
っ
て
そ
れ
を
熟
議
し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
文
章
は
日
ご
と
に
進
歩
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は

他
で
も
な
く
、
宋
祁
が
文
章
の
字
句
に
手
を
加
え
て
首
初
の
表
現
を
作
り
嬰
え
て
い
っ
た
様
子
を
見
て
、
そ
の
用
音
山
の
根
本
を
撃
ん
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
0
)

た
く
み

先
ず
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
冒
頭
に
引
か
れ
る
「
士
口
五
巴
で
あ
る
。
優
れ
た
匠
は
、
他
人
に
「
玉
」
は
見
せ
る
が
「
瑛
」
は
見
せ
な
い
。

つ
ま
り
、
玉
の
研
磨
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
は
他
人
の
眼
か
ら
隠
す
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
古
く
か
ら
の
中
園
丈
人
の
基
本
姿
勢
で
あ
っ
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た
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
宋
代
に
は
、
本
来
隠
し
て
お
く
べ
き
玉
の
研
磨
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
が
露
わ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
引
用
の
後

段
で
は
、
黄
庭
堅
が
宋
祁
に
よ
る
丈
章
の
「
寵
易
」
す
な
わ
ち
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
文
章
制
作
の
極
意
を
舎
得
し
た

(
日
)

こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
の
は
作
者
の
「
稿
」
に
刻
み
込
ま
れ
た
改
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
封
す
る
関
心
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た

闘
心
が
文
人
聞
に
贋
く
一
般
化
し
た
の
が
宋
代
で
あ
っ
た
。
右
の
朱
弁
の
記
事
に
は
、
も
は
や
「
瑛
」
日
「
稿
」
を
他
人
の
眼
か
ら
隠
す
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
宋
代
の
丈
皐
環
境
の
あ
り
方
が
端
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
環
境
の
あ
り
方
が
、
詩
文
集
の
注
稗
に
も
深
く

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

り
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宋
代
の
注
担
伴
者
、
特
に
蘇
職
、
黄
庭
堅
詩
の
注
調
伴
者
た
ち
は
、
作
者
の
「
草
稿
」

H

「
員
蹟
」
を
車
に
「
校
勘
」
に
資
す
る
諸
本
の
一
つ
と

し
て
取
り
あ
げ
、
丈
字
の
「
異
同
」
を
比
較
・
検
討
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
そ
の
検
討
を
通
し
て
、
作
者
が
ど
の
よ
う
に
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自
作
の
「
改
定
」
を
重
ね
た
か
、
ど
の
よ
う
に
「
{
疋
本
」
(
最
終
稿
・
完
成
稿
)
を
定
め
て
い
っ
た
か
、
「
定
本
」
制
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に

(
問

E
b
5
5
)」
と
呼
ば
れ

M
V
蘇
戦
、

し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
丈
撃
研
究
の
方
法
は
、
今
日
で
は
例
え
ば
「
生
成
論

黄
庭
堅
詩
の
注
棒
者
た
ち
の
管
矯
に
は
、
奮
来
の
「
校
勘
」
の
枠
組
み
を
超
え
出
て
、

い
わ
ゆ
る
「
生
成
論
」
に
類
し
た
丈
島
十
研
究
へ
と
向
か

う
方
向
性
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

生
成
論
研
究
が
擦
っ
て
立
つ
基
本
的
な
テ
ク
ス
ト
ハ
作
品
観
を
敢
え
て
つ
一
一
日
で
表
現
す
る
な
ら
ば
「
す
べ
て
の
作
品
川
H

テ
ク
ス
ト
は
草
稿
で

か
り
そ

い
わ
ゆ
る
「
定
本
」
な
る
も
の
は
依
初
め
の
存
在
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
黄
庭
堅
に

あ
る
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、

よ
る
自
作
の
「
改
定
」
に
着
目
し
た
任
淵
ら
が
、
こ
れ
と
同
様
の
見
方
を
抱
い
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
も
し
、
黄
庭
堅
が
生
き

つ
づ
け
て
創
作
活
動
を
や
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
「
改
定
」
も
止
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
改
定
」
に
よ
っ
て
、

も
っ
と
住
い
作
品
へ
と
進
化
(
「
日
新
之
功
」
)
さ
せ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
「
定
本
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
黄
庭
堅
詩

つ
ま
り
、
員
の
意
味
で
の
「
定
本
」
な
る
も
の
は
存
在
し
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の
テ
ク
ス
ト
は
、
あ
く
ま
で
も
仮
初
め
に
「
定
本
」
と
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

な
い
。
作
品
は
す
べ
て
「
改
定
」
の
途
上
に
あ
る
「
草
稿
」
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
に
断
ず
る
こ
と
に

黙
が
護
生
し
て
い
た
可
能
性
は
必
ず
し
も
否
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
前
稿
に
取
り
あ
げ
た
他
の
宋
代
丈
人
の
護
言
な
ど
も
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
宋
代
に
こ
の
種
の
丈
島
十
論
的
組

++-(1
)
 
拙
著
『
中
園
の
詩
的
学
認
識
』
(
創
文
一
吐
、
二
O
O
八
)
頁
五
一

|
五
五
三
。

(
2
)

た
だ
し
、
幾
つ
か
の
例
外
は
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
唐
の
李
瞬

『
雑
詠
(
百
二
十
詠
)
」
に
附
さ
れ
た
唐
の
張
庭
芳
の
注
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
張
庭
芳
に
よ
る
庚
信
「
哀
江
南
賦
」
の
注
(
『
新
唐

書
』
義
文
志
に
著
録
さ
れ
る
)
の
よ
う
に
車
篇
の
作
品
に
注
が
附
さ

れ
る
例
ゃ
、
鄭
隅
「
津
陽
門
詩
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
五
六
七
)
の
よ
う

に
作
者
の
向
往
が
附
さ
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ

ら
を
宋
代
の
別
集
注
穆
と
同
列
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

(
3
)

禁
庶
昌
輯
『
士
口
逸
叢
書
』
(
江
蘇
占
籍
出
版
枇
影
印
、
二

0
0

一
一
)
牧
『
杜
工
部
草
堂
詩
築
』
巻
首
附
。

(
4
)

宋
代
に
お
け
る
校
勘
の
全
龍
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
李
明
傑
『
宋
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代
版
本
亭
研
究
』
(
斉
魯
書
祉
、
二

O
O六
)
、
張
富
鮮
「
宋
代
文
献

拳
研
究
』
(
上
海
古
籍
出
版
祉
、
二

O
O六
)
、
李
更
『
宋
代
館
閣
校

勘
研
究
』
(
鳳
風
出
版
壮
、
二

O
O
六
)
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
特

に
杜
甫
詩
の
校
勘
に
つ
い
て
は
莫
璃
鋒
「
宋
人
校
勘
杜
詩
的
成
就
及

影
響
」
(
同
氏
『
古
典
詩
準
的
文
化
観
照
』
中
華
書
局
、
二

O
O
五

牧
)
を
参
照
。

(
5
)

劉
巽
倫
「
韓
愈
集
宋
元
惇
本
研
究
』
(
中
園
枇
命
門
科
墜
出
版
世
、

二
O
O
四
)
を
参
照
。

(
6
)

陳
垣
『
校
勘
撃
穣
例
』
(
中
華
書
局
、
二

O
O
四
、
原
著
成
来
日
は

一
九
三
二
巻
泊
附
。

(
7
)

何
文
燦
輯
『
歴
代
詩
話
』
(
中
H

羊
書
局
、
一
九
八
一
)
収
『
六
一

詩
話
』
に
採
る
。
引
用
の
杜
甫
詩
は
「
迭
察
希
魯
都
尉
回
還
臨
右
肉
寄

高
三
十
五
書
記
」
(
仇
兆
器
用
注
『
杜
詩
詳
注
』
巻
三
)

0

(
8
)

博
根
清
貼
校
『
雲
麓
漫
紗
』
(
中
華
室
田
局
、
一
九
九
六
)
に
擦
る
。

引
用
の
蘇
献
詞
は
「
賀
新
郎
」
(
龍
総
生
校
護
『
東
坂
幾
府
筆
』
巻

一
一
一
)
お
よ
び
「
水
調
歌
頭
」
(
同
巻
二
。

(
9
)
J
一
耐
保
輯
『
歴
代
詩
話
績
編
』
(
中
華
書
局
、
一
九
八
三
)
牧

『
艇
碕
詩
話
』
に
擦
る
。
引
用
の
蘇
献
詞
は
「
賀
新
郎
」
(
『
東
坂
梁

府
案
』
巻
二
一
)
お
よ
び
「
涜
渓
沙
」
(
同
巻
一
)
。

(
日
)
南
宋
の
董
迫
『
唐
川
書
一
政
』
(
『
文
淵
閤
四
庫
全
童
日
』
牧
)
巻
九

「
田
弘
正
家
廟
問
」
が
韓
愈
「
貌
博
節
度
観
察
使
折
園
公
先
廟
碑

銘
」
(
馬
其
利
校
注
・
馬
茂
元
整
理
『
韓
昌
懇
文
集
校
注
』
中
空
ハ
)

の
石
本
と
集
本
と
を
比
較
し
て
「
碑
難
F

既
定
其
辞
、
而
後
著
之
石
、

此
不
容
誤
謬
、
然
古
人
於
文
章
磨
煉
寵
易
、
或
終
其
身
而
不
己
、
可

以
集
停
章
第
非
耶
。
:
・
・
今
人
得
唐
人
遺
稿
、
輿
石
刻
異
慮
甚
衆
、

又
其
集
中
有
一
作
某
、
又
作
某
者
、
皆
其
後
家
改
之
也
」
|
|
一
般

的
に
は
博
男
の
誤
り
が
少
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
と
さ
れ
る
「
石

刻
」
で
あ
っ
て
も
作
者
自
身
が
後
か
ら
「
震
易
(
改
)
」
を
行
っ
た

可
能
性
も
あ
る
の
で
必
ず
し
も
定
本
と
は
見
な
せ
な
い
と
述
べ
る
の

も
、
周
必
大
と
同
様
の
見
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
金
の

元
好
問
「
東
坂
楽
府
集
選
引
」
(
『
四
部
叢
刊
』
本
『
遺
山
先
生
文

集
』
巻
二
ヱ
ハ
)
は
、
孫
安
常
撰
の
蘇
戟
詞
注
に
つ
い
て
論
ず
る
な
か

「
前
人
詩
文
、
有
一
句
或
一
一
一
字
異
同
者
、
蓋
惇
寓
之
久
、
不
無
批

謬
、
或
是
落
筆
之
後
、
随
有
改
定
」
と
遮
べ
、
惇
寓
の
過
程
で
生
ず

る
誤
り
と
並
ん
で
作
者
自
身
に
よ
る
「
改
定
」
の
危
険
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
な
お
、
改
定
に
は
他
人
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
ケ
l
ス

も
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

(
日
)
韓
愈
の
石
本
の
持
つ
校
勘
且
学
的
意
義
に
最
初
に
着
目
し
た
の
は
北

宋
の
欧
陽
符
で
あ
る
。
「
集
古
録
肢
尾
』
巻
八
(
『
四
部
叢
刊
』
本

『
欧
陽
文
忠
公
文
集
』
巻
一
四
一
)
に
見
え
る
韓
念
の
石
刻
拓
本
に

闘
す
る
記
述
を
参
照
。

(
ロ
)
例
外
的
な
も
の
と
し
て
、
「
正
月
二
十
日
往
岐
亭
郡
人
潜
士
円
郭
三

人
途
余
於
女
王
城
東
静
荘
院
」
(
『
四
部
叢
刊
』
本
『
集
注
分
類
東
坂

先
生
詩
』
春
二
五
)
の
注
に
引
く
趨
次
公
の
注
に
、
蘇
戦
「
梅
花
二

首
」
(
同
巻
今
回
)
に
つ
い
て
「
集
中
但
題
云
『
梅
花
雨
首
」
、
而
先

生
嘗
白
寓
則
題
云
『
正
月
二
十
円
過
関
山
作
』
」
と
遁
べ
る
例
な
ど

が
あ
る
。

(
日
)
王
友
勝
『
蘇
詩
研
究
史
稿
』
(
丘
山
麓
童
H

壮
、
二

0
0
0
)
は
『
施

注
蘇
詩
』
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
員
蹟
の
活
用
を
翠
げ
る
。
こ
の
他

に
「
施
注
蘇
詩
』
を
は
じ
め
と
す
る
蘇
献
詩
注
に
つ
い
て
は
、
劉
向
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対
宋
『
蘇
献
著
作
版
本
論
叢
』
(
巴
局
室
田
枇
、
会
九
八
八
)
、
曾
棄
荘

『
三
蘇
研
究
』
(
巴
局
主
目
枇
、
一
九
九
九
)
、
根
尚
書
『
宋
人
別
集
紋

録
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
九
)
、
寛
文
生
・
野
村
鮎
子
「
四
庫
提
要

北
宋
五
十
家
研
究
』
(
汲
古
書
院
、
二

0
0
0
)
な
ど
を
参
照
。

(
比
)
義
文
印
書
館
、
一
九
八

O
。
本
書
は
、
翁
高
文
氏
家
裁
の
景
定
三

年
(
二
一
六
二
)
補
刊
本
を
影
印
す
る
と
と
も
に
、
同
書
の
飯
器
部

分
を
中
火
国
書
館
戒
の
嘉
定
六
年
(
一
二
二
二
)
原
刊
本
の
残
本
お

よ
び
小
川
環
樹
・
倉
出
淳
之
助
『
蘇
詩
供
注
』
(
同
朋
祉
、
一
九
六

五
)
な
ど
に
擦
っ
て
復
元
・
補
刻
し
た
も
の
。

(
日
)
墨
蹟
の
所
寂
者
「
呉
阻
ハ
秦
氏
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
呉
興
は
施
元

之
父
子
と
同
郷
に
嘗
た
る
。

(
日
)
「
首
」
と
は
、
こ
の
詩
の
引
の
冒
頭
を
指
す
。
「
湖
州
向
氏
」
に

つ
い
て
は
未
詳
。

(
口
)
「
秦
少
師
伯
陽
」
は
秦
嬉
(
字
伯
陽
)
。
「
林
右
司
子
長
」
は
秦
嬉

の
女
婿
林
栴
(
{
子
子
長
)

C

(
同
)
「
呉
興
向
氏
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
「
湖
州
向
氏
」
と
同
じ
人
物

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
畢
良
史
は
書
書
一
の
牧
戴
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。

「
曾
坑
墾
源
」
は
一
噛
建
に
あ
る
茶
の
名
産
地
。

(
印
)
こ
の
他
に
「
送
表
忠
観
銭
遁
士
時
杭
井
引
」
(
虫
色
ム
七
、
『
ム
口
注
」

巻
一
九
)
の
引
に
附
す
注
が
「
集
中
不
載
此
引
。
道
士
呉
大
回
、
銭

之
弟
子
也
。
嘗
親
見
墨
蹟
、
今
録
之
」
と
、
「
次
韻
陳
履
常
張
公
龍

浬
」
(
巻
三
一
、
『
ム
円
注
』
巻
三
四
)
の
題
下
注
が
「
先
生
堂
口
大
書
此

詩
、
後
題
云
「
元
結
六
年
十
一
月
廿
日
、
蘇
戟
書
』
o

墨
跡
在
呉
血
ハ

向
氏
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
集
本
か
ら
漏
れ
た
引
や
践
を
虞
蹟
に
擦

っ
て
補
う
例
も
見
ら
れ
る
。

(
初
)
こ
こ
に
言
う
「
集
本
」
が
具
程
的
に
い
か
な
る
本
を
指
す
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
『
施
注
蘇
詩
』
の
注
に
引
用
さ
れ
る
集
本
の
テ
ク
ス

ト
は
お
お
む
ね
宋
刊
本
の
『
東
坂
集
」
や
王
十
朋
注
本
な
ど
と
一
致

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
施
注
蘇
詩
』
が
採
用
し
た
員
蹟
の
テ
ク

ス
ト
は
『
蘇
文
忠
公
詩
合
注
』
を
は
じ
め
後
世
に
編
ま
れ
た
詩
集
注

本
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
命
重
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ

で
は
む
し
ろ
『
施
注
蘇
詩
」
が
採
用
し
な
か
っ
た
集
本
の
テ
ク
ス
ト

が
採
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

(
幻
)
「
臨
川
黄
扶
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
字
は
子
絵
、
黄
庭
堅
の
同
族

の
後
育
と
さ
れ
る
人
物
を
指
す
か
。
韓
元
吉
「
金
華
洞
題
名
」
(
『
文

淵
閤
四
庫
全
書
』
本
『
南
澗
甲
乙
稿
』
巻
一
六
)
に
「
黄
談
子
飴
」

の
名
が
見
え
、
洪
活
「
溺
山
風
堂
記
」
(
『
文
淵
悶
四
庫
全
童
日
』
本
『
盤

洲
文
集
』
巻
二
)
に
「
南
昌
黄
子
館
、
蓋
治
翁
諸
孫
」
と
あ
る
。

(
辺
)
「
虎
胞
」
は
泉
の
名
稽
と
推
測
さ
れ
る
。

(
お
)
「
都
梁
」
は
施
宿
の
任
地
、
都
梁
山
の
あ
る
貯
胎
を
指
す
。
施
宿

は
知
絵
挑
豚
を
経
て
、
知
貯
胎
軍
と
な
っ
た
。

(μ)
周
必
大
(
盆
公
)
の
題
践
に
つ
い
て
は
未
詳
。
あ
る
い
は
「
政
束

坂
帖
」
(
『
金
公
題
践
』
巻
二
一
、
『
文
忠
集
」
巻
一
九
)
を
指
す
か
。

(
お
)
「
七
首
」
と
は
、
こ
の
二
首
の
他
に
「
章
銭
二
君
見
和
復
次
韻
答

之
二
首
」
(
巻
二
二
、
『
ム
口
往
』
巻
二
四
)
、
「
正
月
一
日
雲
中
過
准
謁

客
回
作
二
首
」
(
巻
二
二
、
『
合
注
」
虫
色
二
五
)
、
「
書
劉
君
射
堂
」

(
同
上
)
の
五
首
を
加
え
た
作
。
「
績
帖
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
「
書

劉
君
射
堂
」
詩
の
「
繭
玉
川
品
年
刺
史
家
」
句
下
注
に
も
「
績
帖
刻
石
、

先
生
自
注
云
『
劉
曾
随
其
父
典
屑
州
』
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は
後
述

す
る
「
成
都
帖
」
の
績
編
か
。
「
旋
徳
」
は
牒
名
、
蘇
軟
夫
人
の
王
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氏
の
故
郷
。

(
お
)
こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
元
祐
六
年
、
越
令
時
は
字
を
「
景
既
」
か
ら

「
徳
麟
」
に
改
め
る
(
蘇
戦
「
趨
徳
麟
字
説
」
、
孔
凡
櫨
貼
校
『
蘇

戟
文
集
」
巻
一

O
を
参
照
)
o

施
宿
は
、
こ
の
詩
は
越
令
時
が
字
を

「
徳
麟
」
に
改
め
る
前
の
作
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
徳
麟
」
と
い

う
字
を
記
す
異
蹟
は
作
詩
の
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
も

の
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
判
断
の
も
と
に
施
宿
は
、
詩
題

に
見
え
る
越
令
時
の
字
に
つ
い
て
は
員
蹟
の
テ
ク
ス
ト
に
は
従
わ
ず

に
「
景
況
」
と
し
て
い
る
。

(
幻
)
蘇
戦
の
曾
孫
蘇
唄
(
字
叔
子
)
は
提
琴
一
脂
建
市
舶
司
を
つ
と
め
た
。

(
お
)
こ
の
他
に
「
謝
陳
季
常
恵
一
持
巾
」
(
巻
一
九
、
『
合
注
」
巻
二

二
題
下
注
に
「
黄
州
有
公
所
書
此
詩
石
刻
」
と
あ
る
の
は
、
文
字

の
異
同
に
は
言
及
し
な
い
が
石
刻
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
一
不
す
例

で
あ
る
。

(
m
U
)

石
刻
の
テ
ク
ス
ト
を
採
用
し
て
い
な
い
作
品
の
う
ち
「
大
寒
歩
至

東
坂
姶
巣
三
」
詩
は
『
増
補
足
本
施
顧
注
目
鯨
詩
』
の
補
刻
部
分
に
牧

め
る
作
で
あ
り
、
「
施
注
蘇
詩
』
の
原
本
で
は
石
刻
の
テ
ク
ス
ト
を

採
用
し
て
い
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
な
お
、
同
じ
く
『
増
補

足
本
施
顧
注
蘇
詩
』
の
補
刻
部
分
に
牧
め
る
「
別
子
由
三
首
乗
別

遅
」
詩
の
本
文
は
一
部
の
文
字
に
関
し
て
石
刻
の
テ
ク
ス
ト
を
採
用

し
な
い
が
、
こ
の
詩
の
場
合
、
施
宿
の
注
に
「
今
骨
従
刻
石
」
と
あ

る
以
上
、
原
本
で
は
石
刻
の
テ
ク
ス
ト
を
全
面
的
に
採
用
し
て
い
た

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

(
鈎
)
「
曾
文
清
」
は
曾
幾
(
宇
土
口
甫
、
誼
文
清
)
o

後
掲
の
「
次
韻
銭
穆

父
」
(
巻
二
四
、
『
ム
円
注
』
巻
二
六
)
の
題
十
注
の
記
載
、
あ
る
い
は

同
詩
に
つ
い
て
周
必
大
『
二
老
堂
詩
話
』
(
何
文
換
輯
『
歴
代
詩

話
』
取
)
が
陸
携
の
語
を
引
く
形
で
「
曾
吉
甫
侍
郎
寂
子
臨
時
和
銭
穆

父
詩
丘
一
本
」
と
述
べ
る
記
載
な
ど
か
ら
、
曾
幾
が
蘇
献
の
己
巨
(
蹟
を
戒

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
乱
)
「
世
昌
」
は
「
楊
這
士
」
を
指
す
。
名
は
世
昌
、
字
は
下
京
。
「
次

毅
父
韻
」
詩
と
は
こ
の
詩
を
指
す
。

(
沼
)
「
呉
少
宰
元
中
」
は
呉
敏
(
字
元
中
)
、
曾
幾
の
妹
婿
、
欽
宗
の
靖

康
年
聞
に
宰
相
(
少
宰
)
を
つ
と
め
た
。
曾
般
市
(
字
印
刷
ポ
這
)
は
曾
幾

の
長
孫
。
ち
な
み
に
、
こ
の
詩
の
場
合
も
施
宿
は
員
蹟
の
テ
ク
ス
ト

を
本
文
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

(
お
)
こ
の
他
に
「
途
劉
寺
水
赴
絵
銚
」
(
巻
会
六
、
『
合
注
」
巻
一
八
)
の

題
下
注
に
「
公
既
賦
此
詩
又
即
席
作
『
南
桐
子
』
詞
潟
銭
、
首
旬
云

『
山
雨
漏
漏
過
』
者
日
疋
也
。
後
題
『
元
豊
二
年
五
月
十
三
日
、
呉
阻
ハ

銭
氏
園
作
』
o

今
集
中
乃
指
他
詞
一
局
『
迭
行
甫
」
、
而
此
詞
第
云
『
湖

州
作
』
、
誤
也
。
同
県
蹟
宿
皆
刻
石
徐
挑
際
治
」
と
述
べ
る
例
が
あ
る
。

こ
の
場
合
は
「
送
劉
十
一
J

丞
赴
徐
挑
」
詩
で
は
な
く
、
「
南
歌
(
柿
)

下
」
詞
(
『
東
坂
梁
府
婆
』
巻
二
の
員
蹟
を
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ

、つノ。

(
社
)
周
必
大
「
抜
託
聖
錫
家
戒
東
坂
陶
ハ
林
希
論
湖
西
賑
済
三
帖
」
(
『
盆

公
題
股
』
巻
一

O
、
『
文
忠
集
』
巻
一
七
)
な
ど
を
参
照
。

(
お
)
以
下
、
迂
麿
辰
編
『
成
都
西
棲
帖
」
を
は
じ
め
と
す
る
蘇
軟
の
法

帖
の
流
惇
状
況
に
つ
い
て
は
、
村
上
哲
見
「
蘇
東
坂
書
簡
の
惇
来
と

東
坂
集
諸
本
の
系
譜
に
つ
い
て
」
(
同
氏
『
中
園
文
人
論
』
汲
古
書

院
、
ム
九
九
回
収
、
初
出
は
『
中
園
文
皐
報
』
第
二
七
冊
、
一
九
七

七
)
を
参
照
。
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(
お
)
王
十
朋
編
『
集
注
分
類
東
坂
先
生
詩
』
虫
色
会
六
の
「
寄
察
子
華
」

詩
に
附
す
越
愛
の
注
に
も
「
先
生
日
、
王
十
六
秀
才
将
婦
濁
:
:
:
乃

元
祐
五
年
二
月
七

H
也
」
と
あ
っ
て
、
施
宿
が
引
く
「
成
都
帖
」
と

同
様
の
記
載
が
見
え
る
。

(
幻
)
棲
鎗
「
股
東
坂
行
香
子
詞
」
(
『
四
部
叢
刊
』
本
『
攻
塊
集
』
を
七

一
一
一
)
に
も
蘇
軟
「
行
香
子
」
詞
(
『
東
坂
築
府
築
』
巻
二
)
の
「
墨

本
」
に
つ
い
て
「
東
坂
親
書
「
行
香
子
」
詞
:
:
:
此
詞
惟
曾
賓
文
端

伯
所
編
本
有
之
、
亦
云
興
、
酒
守
務
南
山
作
。
:
:
・
偶
従
豊
氏
得
墨
本
、

銃
登
之
石
、
又
以
寄
施
使
君
武
子
、
請
刻
之
、
以
篇
都
梁
一
段
嘉

話
」
と
述
べ
る
言
葉
が
あ
る
。
陸
添
と
同
じ
く
、
施
宿
に
封
し
て
蘇

載
の
真
蹟
も
し
く
は
そ
の
碑
帖
拓
本
を
石
に
刻
す
る
よ
う
勧
め
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
施
宿
が
蘇
軟
帖
を
は
じ
め
と

す
る
法
帖
の
牧
戴
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
棲
鎗
「
題
施
武
子
所
城
醇

白
堂
記
」
(
『
攻
娘
集
』
巻
一
一
)
、
同
「
肢
施
武
子
所
蔵
諸
帖
」
(
同

巻
七
二
な
ど
に
よ
っ
て
窺
え
る
。

(
お
)
黄
庭
堅
の
詩
文
集
お
よ
び
年
譜
に
つ
い
て
は
大
野
修
作
「
黄
庭
堅

集
の
テ
キ
ス
ト
」
(
『
鹿
児
島
大
皐
文
科
報
告
』
第
一
九
競
第
一
分
別
、

一
九
八
三
)
、
税
尚
書
「
宋
人
別
集
紋
録
』
(
前
掲
)
、
寛
文
生
・
野

村
鮎
子
『
四
庫
提
要
北
宋
五
十
家
研
究
」
(
前
掲
)
、
王
嵐
『
宋
人
文

集
編
刻
流
惇
叢
考
』
(
江
蘇
占
籍
出
版
壮
、
二

O
O
一
二
)
、
お
よ
び
黄

賓
華
注
(
ぬ
)
所
掲
書
の
「
前
一
言
」
な
ど
を
参
照
。

(
ぬ
)
雲
文
印
書
館
影
印
、
一
九
六
九
。
本
書
を
底
本
と
す
る
劉
向
条
校

結
『
黄
庭
堅
詩
集
注
』
(
中
華
主
目
局
、
二

O
O
三
)
お
よ
び
黄
賓
華

蛤
校
『
山
谷
詩
集
注
』
(
上
海
士
円
籍
出
版
壮
、
二

O
O
二
一
)
を
合
わ

せ
て
参
照
。

(ω)
引
用
の
政
文
に
記
さ
れ
る
「
鬼
女
」
の
話
は
『
初
準
記
』
巻
一
五

に
引
く
『
異
苑
』
に
見
え
る
。
滋
岳
「
閑
居
賦
」
は
「
笠
賦
」
(
『
文

選
』
巻
一
八
)
の
誤
り
。

(
H
U
)

引
用
の
『
旦
安
子
春
秋
」
の
語
は
同
書
巻
七
・
外
篇
上
に
見
え
る
。

(
必
)
例
え
ば
「
寄
黄
幾
復
」
お
よ
び
「
次
韻
幾
復
和
答
所
寄
」
詩
の
注

に
引
く
肢
は
、
黄
管
『
山
谷
年
譜
」
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
『
山
谷

年
譜
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
先
生
草
書
此
詩
政
云
:
:
:
」

(
巻
一
八
)
、
「
先
生
有
此
詩
員
蹟
政
云
:
:
:
」
(
巻
二
二
)
と
述
べ

て
お
り
、
こ
の
黙
か
ら
見
て
も
任
淵
注
に
引
く
肢
は
い
ず
れ
も
員
蹟

の
類
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
「
出
礎
部
試
院
王
才
元
恵
梅

花
三
首
皆
妙
絶
戯
答
三
首
」
の
注
に
引
く
肢
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後

に
績
く
注
記
に
「
宗
・
当
超
子
淀
家
有
此
録
本
、
惜
其
翰
墨
不
吋
復
見
、

因
附
子
此
」
と
あ
る
よ
う
に
、
己
巨
(
蹟
そ
の
も
の
で
は
な
く
員
蹟
の

「
録
本
」
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
や
は
り
こ
れ
も
一
種
の
親
筆
原
稿

に
準
ず
る
テ
ク
ス
ト
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。

(
必
)
「
山
谷
内
集
詩
注
」
の
場
合
、
『
施
注
蘇
詩
』
あ
る
い
は
後
遠
の

『
山
谷
外
集
詩
注
』
と
比
べ
る
と
石
刻
を
参
照
す
る
例
は
少
な
い
。

こ
れ
に
は
同
書
が
比
較
的
早
い
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
関
わ
っ

て
い
よ
う
。
省
時
は
な
お
「
一
五
茄
黛
人
」
に
封
す
る
政
治
的
な
禁
犀

の
影
響
が
色
濃
く
、
黄
庭
堅
の
詩
を
石
に
刻
す
る
こ
と
は
慶
く
行
わ

れ
る
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
叫
)
現
行
の
『
内
集
』
(
『
四
部
叢
刊
』
本
『
珠
章
苦
一
先
生
文
集
』
)
に

牧
め
る
こ
の
詩
の
本
文
は
、
任
淵
注
に
記
さ
れ
る
四
つ
の
「
誤
字
」

を
含
ん
だ
テ
ク
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
o

な
お
『
内
集
」
で
は
詩
題
を

「
先
竹
」
に
作
り
、
ま
た
序
文
を
扶
く
。

66 



67 

(
必
)
『
集
刊
東
洋
準
』
第
一

O
O波
、
二

O
O
八
、
百
二
八
二
|
二

O

五。

(
必
)
「
玉
山
迂
氏
」
と
は
、
迂
懸
辰
も
し
く
は
そ
の
子
迂
遣
を
指
す
。

迂
懸
辰
が
蘇
載
の
真
蹟
を
牧
集
・
整
理
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は

第
二
節
に
述
べ
た
。
迂
遠
も
ま
た
、
第
一
節
に
奉
げ
た
周
必
大
「
政

迂
謹
一
所
裁
東
坂
字
」
な
ど
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
蘇
軟
な
ど
の
巽
蹟
の

牧
戴
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。

(
幻
)
「
泉
江
劉
薦
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。

(
必
)
宋
代
に
は
任
淵
『
山
谷
内
集
詩
注
』
、
史
容
「
山
谷
外
集
詩
注
」

の
後
を
受
け
て
、
史
容
の
孫
の
史
季
温
に
よ
っ
て
『
山
谷
別
集
詩

注
』
も
編
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
洪
炎
と
李
形
の
後
を
受
け
て
苦
円
以
田
が

編
ん
だ
黄
庭
堅
の
詩
文
集
、
い
わ
ゆ
る
『
別
集
』
(
『
文
淵
閑
四
庫
全

書
』
本
『
山
谷
集
』
政
)
の
虫
色
一
に
牧
め
る
詩
に
注
轄
を
附
し
た
注

本
で
あ
る
。
黄
持
編
の
『
別
集
」
は
、
黄
替
の
白
政
(
淳
照
九
年

〔
一
一
八
二
〕
股
)
に
「
凡
員
蹟
寂
於
士
大
夫
家
及
見
諸
石
刻
者
、

成
疏
於
左
」
と
あ
る
よ
う
に
、
真
蹟
や
石
刻
の
形
で
惇
え
ら
れ
る
作

品
を
少
な
か
ら
ず
牧
め
る
。
そ
の
『
別
集
』
所
取
の
詩
を
封
象
と
す

る
史
季
温
注
本
の
場
合
に
も
、
黄
庭
堅
の
巽
蹟
・
石
刻
を
参
照
す
る

例
は
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
や
は
り
黄
管
『
山
谷
年

譜
』
の
成
果
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
史
季
温
『
山
谷
別
集
詩
注
」

と
『
山
谷
年
譜
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
別
稿
拙
論
に
譲
り
た
い
。

(
必
)
現
存
す
る
主
な
宋
人
注
宋
人
集
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
南
宋
の
胡

梶
に
よ
る
陳
輿
義
詩
の
注
本
「
増
属
委
注
簡
薪
詩
集
』
(
「
四
部
叢

刊
』
牧
)
が
あ
る
が
、
作
者
の
員
蹟
・
石
刻
を
参
照
す
る
形
で
附
さ

れ
た
注
は
見
首
た
ら
な
い
。

(
日
)
上
海
古
籍
出
版
枇
影
印
、
一
九
九
三
。
李
壁
注
本
に
つ
い
て
は
、

同
主
目
に
載
せ
る
王
水
照
氏
の
「
前
一
二
口
」
、
お
よ
び
輩
本
棟
「
論
『
王

刑
文
公
詩
李
壁
注
』
」
(
『
文
事
遺
産
』
二

O
O九
年
第
一
期
)
な
ど

を
参
照
。

(
日
)
「
王
子
飛
」
は
王
雲
(
字
子
飛
)
o

王
雲
は
貌
街
と
交
流
を
持
ち
、

貌
桁
編
の
文
集
の
た
め
に
題
記
(
政
和
六
年
〔
一
一
一
六
〕
記
、
貌

桁
「
彰
城
陳
先
生
集
記
」
の
後
に
績
け
て
記
さ
れ
る
)
を
書
い
て
い

る
。
「
超
誠
伯
本
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。

(
臼
)
金
園
校
貼
『
梁
籍
漫
志
』

(
L
上
海
古
籍
出
版
壮
、
一
九
八
八
)
に

擦
る
。
取
り
あ
げ
ら
れ
る
蘇
戦
の
文
章
は
「
乞
校
正
陸
賛
奏
議
上
進

笥
子
」
(
孔
凡
雄
黙
校
『
蘇
紙
文
集
」
巻
一
二
六
)
お
よ
び
「
生
檎
西

番
荘
奏
告
永
裕
陵
文
」
(
同
巻
四
四
)

0

(
日
)
取
り
あ
げ
ら
れ
る
蘇
軟
の
文
章
は
「
祭
活
局
公
文
」
(
「
蘇
軟
文

集
』
巻
六
三
)

0

(
U
A
)

洪
通
が
論
じ
て
い
る
の
は
「
泊
船
瓜
洲
」
(
『
四
部
叢
刊
』
本
『
臨

川
先
生
文
集
」
虫
色
二
九
)
の
「
春
風
又
緑
江
南
岸
」
句
の
「
緑
」
字

の
改
定
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

(
日
)
本
稿
で
は
宋
代
以
後
の
蘇
戦
詩
注
に
つ
い
て
は
偶
れ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
宋
代
以
後
の
注
揮
に
も
蘇
軟
詩
の
「
改
定
」
の
プ
ロ
セ
ス
に

注
目
す
る
記
載
は
少
な
か
ら
ず
見
え
る
。
一
例
の
み
挙
げ
れ
ば
、
清

の
翁
方
綱
『
蘇
詩
補
注
』
(
『
卑
雅
堂
叢
書
』
牧
)
巻
四
は
、
「
定
恵

院
{
鳥
居
月
夜
偶
出
」
お
よ
び
「
次
韻
前
篇
」
詩
(
と
も
に
『
施
注
蘇

詩
』
巻
一
八
、
「
蘇
文
忠
公
詩
合
注
」
巻
二

O
)
に
つ
い
て
「
方
綱

嘗
見
此
詩
初
脱
稿
紙
本
、
員
誠
一
在
富
春
董
蕉
林
侍
郎
詰
家
。
前
篇

『
不
辞
青
春
』
二
句
原
在
『
一
枚
河
川
」
之
下
、
『
清
詩
濁
吟
』
二
句
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原
在
『
年
年
謝
』
之
下
、
以
墨
筆
鈎
韓
、
改
今
本
也
。
『
江
雲
抱
嶺
』
、

塗
二
字
、
改
『
有
態
』
0

『
不
惜
青
春
』
、
塗
『
惜
』
改
『
詞
』
o

後
篇

『
十
五
年
前
員
一
夢
』
句
合
塗
去
、
改
云
『
憶
士
円
還
郷
訴
巴
峡
』
O

i
-
-
・
其
改
定
精
密
如
此
」
と
遮
べ
て
い
る
。
こ
の
詩
の
員
蹟
に
つ
い

て
は
『
施
注
蘇
詩
』
に
も
記
載
が
あ
っ
た
が
(
第
二
節
の
引
例
を
参

照
)
、
施
宿
が
見
た
テ
ク
ス
ト
は
翁
方
綱
が
見
た
「
初
脱
稿
紙
本
」

と
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
、
翁
方
綱
が
見
た
「
定
恵

院
寓
居
月
夜
偶
出
」
お
よ
び
「
次
韻
前
篇
」
詩
の
員
蹟
は
今
日
に
ま

で
惇
え
ら
れ
て
い
る
。
劉
正
成
主
編
『
中
岡
書
法
全
集
』
第
三
三

巻
・
蘇
戟
巻
一
(
条
賓
斎
、
一
九
九
一
)
な
ど
を
参
照
。

(
日
)
『
王
直
方
詩
話
』
(
郭
紹
虞
輯
『
宋
詩
話
輯
供
』
牧
、
中
華
書
局
、

一
九
八

O
)
に
は
「
山
谷
奥
余
詩
云
『
青
葉
湘
桃
苦
悩
人
』
o

又
云

『
欲
作
短
歌
慾
阿
素
、
丁
寧
誇
奥
落
花
風
』
o

其
後
改
『
苦
悩
』
作

『
絹
援
』
、
改
『
歌
』
作
『
章
』
、
改
『
丁
寧
』
作
『
緩
歌
』
o

余
以

矯
詩
不
厭
多
改
」
と
あ
る
。
「
立
之
」
は
王
直
方
の
字
。

(
日
)
引
用
の
『
王
直
方
詩
話
」
に
つ
い
て
は
注
(
日
)
を
参
照
。

(
回
)
こ
れ
以
外
に
も
『
山
谷
内
集
詩
注
」
に
は
、
「
次
韻
雨
総
雲
鶴
二

首
」
(
巻
会
二
)
其
一
の
「
煙
雲
杏
露
合
中
稀
、
霧
雨
空
濠
密
更

微
」
匂
下
注
に
「
奮
作
「
隔
雲
朝
日
看
絵
輝
、
六
合
穴
エ
濠
帝
更

微
』
」
と
、
「
次
韻
両
陛
明
略
同
呉
明
府
白
雲
亭
宴
集
」
(
巻
一
八
)
の

「
庖
霜
刀
落
始
、
執
玉
酒
明
紅
」
句
下
注
に
「
上
匂
奮
作
『
始
紡
万

落
雪
』
」
と
、
「
来
日
磨
崖
碑
後
」
(
虫
色
二

O
)
の
「
安
知
忠
臣
痛
至
骨
、

世
上
但
賞
現
据
詞
」
句
下
注
に
「
奮
作
『
量
知
忠
臣
、
心
憤
切
、
後
世

相
賞
理
堀
詞
』
」
と
、
同
「
同
来
野
健
六
七
輩
」
句
「
野
信
」
一
語
注

に
「
奮
作
『
残
僧
』
」
と
あ
っ
て
「
奮
作
:
:
:
」
と
い
う
形
で
の
文

ハ
子
の
異
同
に
闘
す
る
注
記
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
に
も
テ
ク
ス
ト
の

「
改
定
」
に
着
目
す
る
頑
貼
が
現
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
は
作
者
自
身
の
王
子
に
よ
る
改
定
を
指
し
て
言
っ
た
も
の

で
は
な
い
可
能
性
も
の
こ
る
。

(
印
)
「
外
集
』
と
は
李
彫
編
『
外
集
』
を
指
す
。
こ
の
詩
は
『
外
集
』

巻
三
に
収
め
ら
れ
る
が
、
同
室
田
巻
一
一
一
に
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
作
品

が
牧
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
史
容
は
、
前
者
の
テ
ク
ス
ト
が
後
者
の

「
改
定
本
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
な
お
、
先
述
の
よ
う

に
史
容
注
本
か
ら
は
『
外
集
』
巻
一
一

1

一
四
所
牧
の
詩
は
除
か
れ

て
い
る
)
o

黄
芦
田
『
山
谷
年
譜
』
巻
二
一
に
も
同
様
の
指
摘
が
な
さ

れ
る
。

(
削
)
「
前
集
』
と
は
洪
炎
編
『
内
集
』
を
指
す
か
。
こ
の
「
和
曹
子
方

雑
ニ
一
日
」
詩
の
場
合
、
『
内
集
』
巻
三
お
よ
び
「
山
谷
内
集
詩
注
」
巻

一
O
に
も
ほ
ぼ
同
じ
韻
字
を
用
い
た
「
次
韻
答
曹
子
方
雑
言
」
と
題

す
る
詩
が
牧
め
ら
れ
る
。
史
容
が
「
詩
意
略
同
」
と
言
、
つ
よ
う
に
詩

の
テ
l
マ
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
表
現
は
大
き
く
異
な

っ
♂
℃
い
ヲ
心
。

(
臼
)
宋
祁
の
『
唐
童
日
』
稿
本
に
つ
い
て
は
、
越
彦
衛
『
雲
麓
漫
紗
」
巻

四
も
「
宋
景
文
公
修
『
唐
童
H

」
、
稿
用
表
紙
朱
界
、
貼
界
以
墨
筆
書

奮
文
、
傍
以
朱
筆
改
之
」
と
述
べ
て
、
宋
祁
(
読
景
文
)
に
よ
る
改

定
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(
臼
)
い
わ
ゆ
る
生
成
論
研
究
に
つ
い
て
は
、
松
岸
和
宏
『
生
成
論
の
探

求
』
(
名
古
屋
大
墜
出
版
台
、
二

O
O
三
)
、
吉
田
城
『
小
説
の
深
層

を
め
ぐ
る
放
」
(
岩
波
書
庖
、
二

O
O七
)
な
ど
を
参
照
。

(
補
注
)
「
明
叔
'
家
異
本
」
と
は
、
心
田
該
詩
の
原
唱
の
作
者
楊
陪
(
字
明
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叔
)
の
家
に
蔵
す
る
員
蹟
。
「
趨
子
淀
家
本
」
と
は
宗
室
越
子
淀
の

家
に
戒
す
る
本
。
後
掲
の
「
出
礎
部
試
院
王
才
元
恵
梅
花
三
程
皆
妙

絶
戯
答
三
首
」
の
任
淵
注
に
は
越
子
淀
の
家
に
寂
す
る
黄
庭
堅
の
員

蹟
の
「
線
本
」
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
(
注
(
必
)
参
照
)
、
こ
こ

で
も
真
蹟
も
し
く
は
そ
の
録
本
を
指
し
て
い
よ
う
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
平
成

η
l
m年
度
大
阪
大
準
大
学
院
文
皐
研
究
科
虞
域

文
化
表
現
論
講
座
共
同
研
究
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
概
要
の

一
部
は
同
研
究
成
果
報
告
書
(
飯
倉
洋
一
編
「
テ
ク
ス
ト
の
生
成
と
愛

容
』
、
二

O
O
八
)
に
「
校
勘
か
ら
生
成
論
へ
|
|
宋
代
に
お
け
る
詩
文

集
注
棒
、
特
に
蘇
黄
詩
注
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
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FROM TEXTUAL CRITICISM TO THEORIES OF LITERARY

GENESIS: COMMENTARIES ON SONG POETIC ANTHOL­

OGIES, FOCUSING ON THE USE OF HOLOGRAPHIC

MANUSCRIPTS AND STONE INSCRIPTIONS IN

COMMENTARIES ON THE POETRY OF

SU SHI AND HUANG TINGJIAN

ASAMI Y6ji

The practice of producing of commentaries on anthologies of poetry was origi­

nally limited to certain canonical anthologies such as the Chuci and Wenxuan. By

the Song dynasty, however, commentaries were also being composed for collec­

tions of individual poets. In addition to commentaries on the anthologies of poets

of earlier times, such as Tao Yuanming, Li Bai, Du Fu, Han Yu, Liu Zongyuan,

commentaries were also produced for collections of contemporary poets such as

Wang Anshi, Su Shi, and Huang Tingjian. In this study, I focus in particular on the

commentaries on the anthologies of Su Shi and Huang Tingjian and consider how

holographic texts and stone inscriptions were used. On the basis of considerations

of these works in philological and literary terms, I have been able to clarify the fol­

lowing points.

Song commentators such as Shi Su 1JtJi 1§, Ren Yuan if: iJffi, and Shi Rong 5t:
~ were not content to simply take a single edition from among many editions of

an author's original manuscripts (or an equivalent source such as stone inscrip­

tions) and use it as textual evidence for a critical comparisons to discover variant

wording. Through examinations of various editions, they attempted to make clear

how an author might have repeatedly revised his manuscripts, how he may have

settled on a final edition, and the process of establishing this final edition. This

literary methodology would today be called a study of the genesis and subsequent

development of a literary work (genetique). I believe that in the practice of the

commentators on poetry of Su Shi and Huang Tingjian, we can recognize the initial

movement in the direction toward literary studies that exceeds the boundaries of

traditional philologically based textual criticism and resembles what may be termed

genetics of literature.

-31-


	1034069ps00
	2034069ps00
	3034069ps00
	4034069ps00
	5034069ps00
	6034069ps00
	7034069ps00
	8034069ps00
	9034069ps00
	10034069ps00
	11034069ps00
	12034069ps00
	13034069ps00
	14034069ps00
	15034069ps00
	16034069ps00
	17034069ps00
	18034069ps00
	19034069ps00
	20034069ps00
	21034069ps00
	22034069ps00
	23034069ps00
	24034069ps00
	25034069ps00
	26034069ps00
	27034069ps00
	28034069ps00
	29034069ps00
	30034069ps00
	31034069ps00
	32034069ps00
	33034069ps00
	34034069ps00
	35034069ps00
	36034069ps00

